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１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
５
月
12
日
、

現
在
の
福
島
県
い
わ
き
市
小
川
町
上
小

川
に
生
ま
れ
る
。
両
親
兄
弟
姉
妹
と
離

れ
、
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
る
。

１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
（
13
歳
）
こ

の
年
、
兄
・
民
平
、
母
・
ト
メ
ヨ
、
姉
・

綾
子
が
相
次
い
で
死
去
。
４
月
、
福
島

県
立
磐
城
中
学
校
（
現
在
の
磐
城
高
等

学
校
）
に
入
学
。

１
９
１
９
年
（
16
歳
）
11
月
、
磐
城
中

学
校
を
４
年
２
学
期
で
中
退
。
12
月
、

上
京
。

１
９
２
１
年
（
18
歳
）
中
国
広
東
省
広

州
の
嶺
南
大
学
（
現
在
の
中
山
大
学
）

に
留
学
。

１
９
２
３
年
（
20
歳
）
徴
兵
検
査
の
た

め
の
夏
期
休
暇
を
利
用
し
帰
国
。
母
校

小
川
小
学
校
の
謄
写
版
印
刷
器
を
借
り

て
、
亡
兄
・
民
平
と
の
合
本
詩
集
『
廃

園
の
喇
叭
』
を
刊
行
。

１
９
２
５
年
（
22
歳
）
７
月
、
排
日
英

運
動
の
激
化
で
、
卒
業
を
ま
た
ず
に
や

む
な
く
帰
国
。
９
月
、
帰
省
。

１
９
２
７
年
（
昭
和
２
）
年
（
24
歳
）

６
月
、
農
を
志
し
て
帰
郷
。
11
月
、
断

念
し
て
上
京
。

１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
（
25
歳
）
６

月
、
江
島
や
ま
と
結
婚
。
９
月
、
群
馬

県
前
橋
市
に
転
居
。
11
月
、
活
版
印
刷

で
の
第
一
詩
集
『
第
百
階
級
』
を
刊
行
。

１
９
３
０
年
（
27
歳
）
11
月
、
郷
里
の

生
家
に
引
き
上
げ
る
。

１
９
３
１
年
（
28
歳
）
２
月
、
上
京
。

５
月
、
麻
布
十
番
の
安
田
銀
行
前
に
屋

台
の
焼
鳥
屋
「
い
わ
き
」
を
開
店
。

１
９
４
０
年
（
37
歳
）
７
月
、
中
華
民

国
中
央
政
府
宣
伝
部
顧
問
と
し
て
中
国

に
渡
る
。

１
９
４
２
年
（
39
歳
）
「
大
東
亜
文
学

者
大
会
」
の
た
め
帰
国
の
際
、
帰
省
。

１
９
４
６
年
（
43
歳
）
３
月
13
日
、
上

海
か
ら
帰
還
船
に
乗
り
、
31
日
、
生
家

に
着
く
。
両
親
弟
妹
家
族
総
勢
19
人
で

同
居
。
４
月
１
日
、
「
南
京
か
ら
の
夢

の
一
つ
だ
つ
た
」
二
ツ
箭
山
に
登
る
。

１
９
４
７
年
（
44
歳
）
10
月
、
郷
里
の

小
川
郷
駅
前
に
貸
本
屋
「
天
山
」
開
店
。

「
背
戸
峨
廊
」
を
命
名
。

１
９
４
８
年
（
45
歳
）
５
月
、
詩
集
『
日

本
沙
漠
』
を
刊
行
。
６
月
、
詩
集
『
牡

丹
圏
』
を
刊
行
。
郷
里
で
暮
ら
す
間
、

野
球
チ
ー
ム
「
小
川
オ
リ
オ
ン
ズ
」
を

結
成
、
「
小
川
の
歌
」
を
作
詞
。
８
月
、

上
京
。
11
月
、
詩
集
『
定
本
蛙
』
を
刊
行
。

１
９
５
０
年
（
47
歳
）
一
連
の
蛙
の
詩

で
第
１
回
読
売
文
学
賞
（
詩
歌
部
門
）

を
受
賞
。

１
９
５
２
年
（
49
歳
）
３
月
、
文
京
区

に
居
酒
屋
「
火
の
車
」
を
開
店
。

１
９
６
０
年
（
57
歳
）
福
島
県
双
葉
郡

川
内
村
の
名
誉
村
民
に
選
ば
れ
る
。

１
９
６
３
年
（
60
歳
）
10
月
、
東
京
都

東
村
山
市
に
初
め
て
の
持
ち
家
を
建

て
、
転
居
。

１
９
６
６
年
（
63
歳
）
７
月
、
川
内
村

の
天
山
文
庫
落
成
。

１
９
７
５
年
（
72
歳
）
日
本
芸
術
院
会

員
に
推
輓
さ
れ
る
。

１
９
８
３
年
（
80
歳
）
文
化
功
労
者
に

選
ば
れ
る
。

１
９
８
４
年
（
81
歳
）
い
わ
き
市
名
誉

市
民
に
選
ば
れ
る
。

１
９
８
７
年
（
84
歳
）
文
化
勲
章
受
章
。

１
９
８
８
年
（
85
歳
）
11
月
12
日
、
急

性
心
不
全
の
た
め
死
去
。
翌
年
４
月
、

郷
里
の
常
慶
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
。

草
野
心
平
生
誕
１
２
０
周
年
記
念
特
集

草野心平・略歴草野心平・略歴

　

１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
、
卯
年
の
５
月
12
日
、
後
に
「
蛙
の
詩
人
」
と

し
て
知
ら
れ
る
草
野
心
平
は
、
５
人
き
ょ
う
だ
い
の
二
男
と
し
て
福
島
県
石

城
郡
上
小
川
村
（
現
い
わ
き
市
小
川
町
）
に
産
声
を
上
げ
た
。

　

実
祖
父
は
渋
沢
栄
一
を
師
に
仰
ぎ
、
自
由
民
権
運
動
家
の
河
野
広
中
と
親

交
の
あ
っ
た
実
業
家
で
政
治
家
の
白
井
遠
平
。
父
馨
が
叔
父
に
養
子
入
り
し

た
縁
か
ら
、
義
理
の
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
た
。
幼
少
時
は
腕
白
で
癇
が
強
い

子
供
だ
っ
た
と
い
う
が
、
県
立
磐
城
中
学
校
（
現
磐
城
高
校
）
を
中
退
し
上

京
後
、
慶
應
義
塾
大
を
へ
て
中
国
に
渡
り
、
詩
や
短
歌
を
志
す
。

　

酷
い
貧
困
を
味
わ
う
中
で
新
聞
記
者
、
屋
台
の
焼
き
鳥
屋
、
出
版
社
の
校

正
係
な
ど
で
食
い
扶
持
（
ぶ
ち
）
を
繋
（
つ
な
）
ぎ
、
28
（
昭
和
３
）
年
に

初
の
活
版
印
刷
の
詩
集
「
第
百
階
級
」
を
発
表
す
る
。〝
ふ
る
さ
と
〞
へ
の

想
い
を
心
層
深
く
に
抱
え
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
と
と
も
に
生
き
よ
う
と
い
う
高

い
理
想
を
掲
げ
て
蛙
、
富
士
山
、
天
、
石
な
ど
を
主
題
に
次
々
と
詩
を
生
み

出
す
一
方
、
高
村
光
太
郎
、
萩
原
朔
太
郎
、
中
原
中
也
、
北
原
白
秋
ら
と
親

交
を
深
め
、
中
央
詩
壇
の
発
展
に
寄
与
。
ふ
る
さ
と
で
文
学
を
志
す
猪
狩
満

直
、
三
野
混
沌
、
吉
野
せ
い
と
も
心
の
会
話
を
繰
り
返
し
た
。
現
在
の
日
本

詩
壇
に
天
才
が
ゐ
る
と
し
た
な
ら
、
私
は
そ
の
名
誉
あ
る
「
天
才
」
は
宮
澤

賢
治
だ
と
言
ひ
た
い
―
―
賢
治
を
世
に
出
す
た
め
、
夭
折
後
も
力
を
尽
く
し

た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

  

昭
和
59
年
に
は
い
わ
き
市
名
誉
市
民
、
62
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
。
生

涯
１
４
０
０
篇
余
の
詩
を
残
し
た
が
、
心
平
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
で
き
る

市
民
は
そ
う
多
く
な
い
。
若
い
世
代
は
な
お
さ
ら
だ
。
「
『
ケ
ル
ル
ン　

ク
ッ

ク
。
』
の
人
だ
ね
」
。
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
春
の
う
た
」
で
、

か
ろ
う
じ
て
分
か
る
程
度
か
。
本
市
に
は
い
わ
き
市
立
草
野
心
平
記
念
文

学
館
を
は
じ
め
、
全
国
に
誇
る
心
平
ゆ
か
り
の
財
産
が
多
く
残
る
。
生
誕

１
２
０
周
年
を
機
に
、
あ
ら
た
め
て
心
平
が
残
し
た
偉
業
を
振
り
返
り
、
後

世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

安
ら
ぎ
の

　
　
　
ひ
と
と
き

味
わ
う
喜
び
を

　   

真
心
と
と
も
に

ほ
っと
寛
い
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に

割烹料亭
いわき市平字大町33

　0246-23-3104  FAX.0246-21-7338

新春

ホール 小宴会 和室大広間

四
季
折
々
の
お
料
理

本年もよろしく
お願い申し上げます

いわき市平字大町43　☎0246-25-2733

別館
は なつ き か ご



（第三種郵便物認可） （夕刊） 令和５年（2023年）１月１日（日曜日） 第２３２６９号 (38)

　

福
島
縣
石
城
郡
上
小
川

村
大
字
上
小
川
―
草
野
心

平
が
生
れ
育
っ
た
場
所
で

す
。

　

古
い
中
世
の
街
道
は
上

平
村
清
水
か
ら
田
ん
ぼ
の

中
を
す
ぎ
て
上
小
川
の
入

口
の
表
に
い
た
り
ま
す
。

表
に
は
草
野
紋
十
郎
家
や

草
野
淺
右
衛
門
家
が
あ
り

ま
し
た
。
北
に
進
む
と
植

ノ
内
で
、
草
野
高
藏
家
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
が
草

野
心
平
の
生
家
で
す
。
紋

十
郎
家
の
背
で
西
に
折
れ

る
と
、
川
原
の
名
主
白
井

佐
平
太
家
に
い
た
り
ま

す
。
佐
平
太
の
息
子
が
遠

平
で
す
。
一
帯
は
本
郷
と

よ
ば
れ
、
そ
の
中
心
に
植

ノ
前
と
よ
ば
れ
る
庄
屋
の

草
野
庄
藏
家
の
広
い
屋
敷

が
あ
り
ま
す
。
植
ノ
前
の

西
隣
は
常
慶
寺
で
す
。
中

世
の
観
音
堂
の
裏
に
は
草

野
一
族
の
墓
所
が
な
ら
ん

で
い
ま
す
。
近
年
発
見
さ

れ
た
高
藏
家
の
札
場
文
書

中
、
宝
暦
六
年
の
村
差
出

帳
下
書
か
ら
当
時
常
慶
寺

に
上
小
川
村
の
鎭
守
稻
荷

宮
が
鎮
座
し
て
い
た
事
が

わ
か
り
ま
す
。
寺
の
山
号

稻
荷
山
は
そ
の
な
ご
り
で

し
ょ
う
。
門
前
で
川
内
や

三
春
に
む
か
う
街
道
が
交

差
し
て
い
ま
し
た
。
上
小

川
村
が
現
在
の
す
が
た
に

な
っ
た
の
は
明
治
時
代
で

す
。
そ
の
濫
觴
（
ら
ん

し
ょ
う
）
は
天
文
年
間
と

わ
た
く
し
は
推
定
し
て
い

ま
す
。

　

高
藏
家
は
、
上
小
川
村

の
江
田
新
田
の
豪
農
草
野

伴
四
郎
家
の
一
族
で
し

た
。
伴
四
郎
は
、
上
平
村

の
安
養
寺
本
堂
や
赤
井
嶽

常
福
寺
の
手
水
鉢
を
寄
進

し
て
い
ま
す
。

　

高
藏
は
庄
屋
書
記
を
つ

と
め
て
い
ま
し
た
。
屋
敷

前
が
高
札
場
で
あ
っ
た
事

か
ら
高
藏
家
は
札
場
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
高
藏
は
後

に
牧
牛
共
立
社
社
長
や
上

小
川
村
下
小
川
村
組
合
村

長
を
つ
と
め
ま
し
た
。
高

藏
や
遠
平
は
上
小
川
村
で

は
教
養
の
あ
る
指
導
者
と

し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
古
文
書
に
の
こ
る
高

藏
の
謹
厳
な
筆
跡
が
そ
の

人
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

　

心
平
の
父
馨
は
、
高
藏

の
妹
の
ク
マ
と
遠
平
と
の

間
に
生
れ
ま
し
た
。
高
藏

は
甥
を
養
子
に
し
ま
し

た
。
彼
は
馨
を
室
櫻
關
の

培
根
塾
に
通
わ
せ
ま
し

た
。
紋
十
郎
の
息
子
登
（
み

の
る
）
、
遠
平
の
息
子
貞

藏
（
博
之
）
が
一
緒
で
し

た
。
３
人
は
上
小
川
と
塾

の
あ
る
平
窪
と
を
毎
日
徒

歩
で
往
復
し
ま
し
た
。

　

高
藏
の
妻
の
ト
メ
は
、

下
小
川
村
字
廣
畑
の
草
野

與
右
衛
門
の
娘
で
、
紋
十

郎
の
家
で
行
儀
見
習
い
を

し
て
い
る
時
に
高
藏
が
見

染
め
ま
し
た
。
馨
は
ト
メ

の
姪
の
ト
メ
ヨ
と
結
婚

し
、
民
平
、
心
平
、
天
平

た
ち
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

心
平
は
祖
父
の
高
藏
に
愛

さ
れ
て
少
年
時
代
を
お
く

り
ま
し
た
。

　

登
は
、
遠
平
の
三
女
で
、

馨
の
姉
の
サ
ダ
と
結
婚
し

ま
し
た
。
ふ
た
つ
の
草
野

家
の
こ
ど
も
た
ち
は
兄
弟

の
よ
う
に
育
ち
ま
し
た
。

登
の
長
男
欽
一
郎
は
村
に

小
川
劇
場
を
開
設
し
、
五

男
悟
郎
は
高
藏
家
の
河
竹

黙
阿
弥
全
集
を
読
み
、
東

京
帝
大
で
演
劇
を
ま
な
び

ま
し
た
。

　

上
小
川
の
後
原
に
は
櫛

田
民
藏
の
家
が
あ
り
ま
し

た
。
民
藏
は
東
京
の
馨
の

下
宿
に
こ
ろ
が
り
こ
ん
で

い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

心
平
が
民
藏
か
ら
借
金
し

て
返
さ
な
か
っ
た
逸
話
に

は
こ
う
し
た
裏
が
あ
り
ま

す
。
勿
論
、
小
川
中
学
校

に
櫛
田
民
藏
記
念
碑
が
建

て
ら
れ
た
時
に
は
心
平
や

悟
郎
が
尽
力
し
ま
し
た
。

―
話
を
江
戸
時
代
に
も
ど

し
ま
し
ょ
う
。
元
文
３
（
１

７
３
８
）
年
、
磐
城
地
方

を
百
姓
一
揆
が
席
捲
（
け

ん
）
し
ま
し
た
。
上
小
川

村
で
は
草
野
一
族
の
與
八

が
起
ち
あ
が
り
ま
し
た
。

一
揆
は
弾
圧
さ
れ
て
５
人

が
死
罪
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
17
年
に
小
室
信
介
が

編
輯
し
た
『
東
洋
義
人
百

家
伝
』
に
は
、
磐
城
の
５

人
の
中
に
柴
原
の
長
治
兵

衛
と
上
小
川
の
與
八
が
い

ま
し
た
。

　

村
の
鎮
守
の
お
稻
荷
さ

ま
は
ど
こ
に
行
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
村
の
北

西
、
大
坂
の
森
の
中
に
八

坂
神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま

す
。
そ
の
か
た
わ
ら
に
お

稲
荷
さ
ま
の
小
祠
が
あ
り

ま
す
。
與
八
の
遺
髪
が
埋

ま
っ
て
い
る
と
わ
た
く
し

は
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

天
明
飢
饉
に
際
し
て
は

小
名
浜
代
官
蔭
山
外
記
の

愛
民
仁
政
に
よ
っ
て
上
小

川
村
は
餓
死
者
を
だ
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
村
人
は
常

慶
寺
に
天
明
飢
饉
の
碑
を

建
て
て
感
謝
を
あ
ら
わ
し

ま
し
た
。
遠
平
の
父
佐
平

太
（
幸
助
。
旧
姓
佐
藤
）

は
も
と
三
春
藩
領
菅
谷
村

の
名
主
で
し
た
。
天
保
飢

饉
に
際
し
て
郷
倉
を
開
放

し
て
郷
人
を
救
い
、
江
戸

に
亡
命
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
先
人
た
ち
の
す
が
た

が
マ
ル
ク
ス
学
派
の
民
藏

や
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
・
詩
人

の
心
平
の
義
侠
心
を
強
く

刺
激
し
た
と
わ
た
く
し
は

考
え
て
い
ま
す
。

　

幕
末
に
草
野
一
族
や
白

井
家
が
中
心
と
な
り
、
片

寄
平
藏
と
組
ん
で
戸
渡
山

中
で
木
材
や
乾
燥
椎
茸
を

生
産
し
ま
し
た
。
上
小
川

村
の
椎
茸
は
江
戸
で
販
売

さ
れ
磐
城
名
産
と
な
り
ま

し
た
。
慶
應
３
（
１
８
６

７
）
年
、
引
退
し
て
い
た

佐
平
太
は
水
戸
、
笠
間
、

江
戸
日
本
橋
、
横
浜
へ
と

旅
を
し
、
椎
茸
を
販
売
し
、

上
小
川
に
利
益
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
資
本
の
本
源

的
蓄
積
で
す
。
こ
れ
が
、

殖
産
興
業
期
に
際
し
て
明

治
８
年
の
株
式
会
社
牧
牛

共
立
社
起
業
の
原
資
と
な

り
ま
し
た
。
遠
平
、
高
藏
、

紋
十
郎
が
会
社
の
実
務
を

担
当
し
ま
し
た
。
戸
渡
に

は
牧
場
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
９
年
、
明
治
天

皇
の
東
北
御
巡
幸
に
際
し

て
は
須
賀
川
に
派
遣
し
て

い
た
牧
場
の
母
牛
の
乳
が

天
皇
に
差
し
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
明
治
10
年
、
第
１

回
内
國
勸
業
博
覧
會
で
牧

場
産
の
粉
ミ
ル
ク
が
み
ご

と
第
１
位
に
か
が
や
き
ま

し
た
。

　

自
由
民
権
運
動
に
際
し

て
は
、
遠
平
と
高
藏
は
小

野
梓
の
立
憲
改
進
党
に
参

加
し
ま
し
た
。
明
治
23
年
、

第
１
回
議
会
に
当
選
し
た

遠
平
は
国
会
で
海
軍
拡
張

の
演
説
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
第
２
回
選
挙
で
敗
れ

た
後
は
、
渋
澤
榮
一
の
指

導
を
得
な
が
ら
経
済
人
と

し
て
磐
城
の
経
済
発
展
に

貢
献
し
ま
し
た
。

　

牧
牛
共
立
社
は
明
治
27

年
に
解
散
し
ま
し
た
。
最

後
の
社
長
と
な
っ
た
高
藏

は
馨
と
解
社
処
理
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
牧
場
は
登

が
ひ
き
つ
ぎ
、
高
藏
が
ま

と
め
た
牧
牛
共
立
社
史
料

＝
写
真
は
そ
の
１
頁
＝
が

今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、
上
小
川
の
西
川

五
郎
（
旧
姓
柳
内
）
が
牧

場
跡
に
草
ス
キ
ー
場
を
開

き
ま
し
た
。
彼
の
は
た
ら

き
で
戸
渡
の
山
百
合
が
皇

居
に
移
植
さ
れ
、
年
々
美

し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。

　

―
11
月
、
十
文
字
ト
ン

ネ
ル
が
開
通
し
ま
し
た
。

旧
上
小
川
村
か
ら
心
平
が

後
半
生
を
す
ご
し
た
天
山

文
庫
の
川
内
村
ま
で
ひ
と

つ
の
道
が
つ
づ
き
ま
す
。

こ
こ
に
は
「
心
平
ワ
ー
ル

ド
」
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま

す
。

元
市
立
草
野
心
平
記
念
文
学
館
副
館
長

　関
内

　幸
介

大
字
上
小
川
―
草
野
心
平
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

謹んで新年の
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　　　上げます  
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い
わ
き
市
の
北
方
、
阿
武
隈
山
系

に
そ
び
え
る
岩
峰
、
二
ツ
箭
山
か
ら

は
、
市
内
は
も
と
よ
り
遥
か
太
平
洋

ま
で
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
今
朝
、

そ
の
山
頂
で
御
来
光
を
迎
え
た
方
も

い
た
だ
ろ
う
。

　

１
９
０
３
年
、
草
野
心
平
は
そ
の

南
麓
、福
島
県
石
城
郡
上
小
川
村
（
現

い
わ
き
市
小
川
町
）
で
生
ま
れ
た
。

姉
綾
子
、
兄
民
平
、
妹
京
子
、
弟
天

平
が
い
た
が
、
心
平
だ
け
が
生
家
で

幼
少
期
を
過
ご
す
。

　

心
平
の
詩
「
嚙
む　

少
年
思
慕

調
」
に
「
な
だ
ら
か
な
阿
武
隈
の
山

脈
の
ひ
と
と
こ
ろ
に
。
／
大
花
崗
岩

が
屹
ッ
立
つ
て
ゐ
た
。
／
鉄
の
鎖
に

つ
か
ま
つ
て
よ
ぢ
登
る
の
だ
が
。
／

そ
の
二
箭
山
の
ガ
ギ
ガ
ギ
ザ
ラ
ザ
ラ

が
。
／
少
年
の
頃
の
自
分
だ
つ
た
。

／
／
阿
武
隈
の
天
は
青
く
。
／
雲
は

悠
悠
流
れ
て
ゐ
た
の
に
。
」
と
い
う

一
節
が
あ
る
よ
う
に
、
ひ
ど
く
癇
が

強
く
、
腕
白
な
子
だ
っ
た
と
い
う
。

養
祖
父
母
に
溺
愛
さ
れ
て
育
つ
が
、

上
・
下
小
川
組
合
村
立
小
川
尋
常
高

等
小
学
校
（
現
い
わ
き
市
立
小
川
小

学
校
）
在
学
中
に
民
平
、
生
母
ト
メ

ヨ
、
綾
子
を
相
次
い
で
亡
く
し
て
い

る
。

　

小
学
校
卒
業
後
、
心
平
は
福
島
県

立
磐
城
中
学
校
（
現
磐
城
高
等
学
校
）

に
進
学
す
る
。
１
９
１
６
年
の
こ
と

だ
が
、
前
々
年
に
当
時
の
平
駅
（
現

Ｊ
Ｒ
い
わ
き
駅
）
と
小
川
郷
駅
（
現

Ｊ
Ｒ
小
川
郷
駅
）
の
間
が
開
通
し
た

ば
か
り
だ
っ
た
平
郡
東
線
（
現
Ｊ
Ｒ

磐
越
東
線
）
で
は
始
業
に
間
に
合
う

便
が
な
か
っ
た
た
め
、
約
10
㌔
を
徒

歩
で
登
校
し
た
。
当
時
の
磐
城
中
学

校
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
い
わ
き
市
立
平

第
一
小
学
校
の
敷
地
に
あ
り
、
下
校

時
は
学
校
南
側
の
坂
道
を
下
っ
て
掻

槌
小
路
に
出
、
平
駅
か
ら
汽
車
に

乗
っ
て
帰
宅
し
た
と
い
う
。

　

後
に
心
平
が
交
友
を
結
ぶ
宮
沢
賢

治
や
中
原
中
也
と
は
異
な
り
、
中
学

校
時
代
の
彼
は
文
学
と
は
無
縁
だ
っ

た
。
柔
道
、
庭
球
、
陸
上
な
ど
の
運

動
競
技
で
汗
を
流
し
、
川
魚
採
り
に

も
熱
中
す
る
。
そ
し
て
、
「
勉
強
の

か
わ
り
に
私
の
頭
と
胸
は
恋
愛
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い

る
よ
う
に
、
人
知
れ
ず
あ
る
女
学
生

に
想
い
を
寄
せ
て
い
た
。

　

恋
心
と
は
裏
腹
に
、
そ
れ
を
隠
そ

う
と
す
る
心
平
は
硬
派
を
装
う
よ
う

に
な
る
。
入
学
後
、
着
続
け
た
学
生

服
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が
破
れ
、
周
囲

か
ら
は
「
ワ
カ
メ
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
を
得
意
が
り
、
上
級
生
に
と
っ
て

は
目
障
り
だ
っ
た
が
、
下
級
生
に
は

も
て
は
や
さ
れ
た
。
野
球
の
試
合
で

は
応
援
団
長
と
な
り
、
相
手
校
と
は

大
喧
嘩
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
学
生
生
活
が
高
じ
、
成
績

は
低
迷
、
教
師
い
び
り
な
ど
の
問
題

行
動
も
あ
っ
て
、
心
平
は
磐
城
中
学

校
を
四
年
の
途
中
で
退
学
、
上
京
す

る
。
恋
焦
が
れ
た
女
学
生
に
は
、
想

い
を
打
ち
明
け
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。

　

１
９
２
０
年
、
心
平
は
慶
應
義
塾

普
通
部
の
三
年
に
編
入
学
す
る
が
、

程
な
く
海
外
に
出
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
同
普
通
部
と
は
別
に
英
語

と
北
京
語
の
学
校
に
通
い
始
め
た
。

そ
し
て
翌
年
、
父
の
伝
手
を
頼
っ
て

中
国
に
渡
り
、
広
東
省
の
嶺
南
大
学

（
現
中
山
大
学
）
に
留
学
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
い
わ
ば
心
平
の
第

一
の
青
春
時
代
で
あ
る
。
学
生
服
姿

の
心
平
は
数
年
間
、
平
町
（
現
い
わ

き
市
平
）
界
隈
を
闊
歩
し
な
が
ら
も
、

胸
中
に
は
や
る
せ
な
い
片
想
い
と
と

も
に
、
将
来
へ
の
希
望
と
不
安
と
が

渦
巻
い
て
い
た
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
心
の
内
は
今
の

若
者
た
ち
と
ど
れ
程
の
違
い
が
あ
る

だ
ろ
う
。
朝
夕
、
街
で
見
か
け
る
学

生
た
ち
の
中
に
未
来
の
大
詩
人
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
、
と
想
像
す
る
の

は
飛
躍
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。

草
野
心
平
・
磐
城
中
学
校
３
年
生
（
１
９
１
９
年
１
月
２
日
）。
台
紙
に
は
「
磐
城
平
町　

中
島
写
真
館
」
と
あ
る
＝
草
野
好
弘
氏
提
供
。

ひ
ど
く
癇
が
強
く
、腕
白
な
子

渡
邊

　芳
一

公
益
財
団
法
人
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

草
野
心
平
・
磐
城
中
学
校
１
年
生

（
１
９
１
６
年
）

謹
ん
で
新
年
の

　お
慶
び
を
申
し

　
　
　
　上
げ
ま
す  

　
　
　
　上
げ
ま
す
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１
９
２
１
年
、
中
国
広
東
省
の
嶺

南
大
学
に
向
か
う
草
野
心
平
の
荷
物

は
鞄
が
一
つ
。
中
に
は
衣
類
と
と
も

に
、
継
母
が
入
れ
て
く
れ
た
梅
干
し

と
香
水
、
そ
し
て
亡
兄
民
平
の
遺
稿

で
あ
る
ノ
ー
ト
が
入
っ
て
い
た
。

　

結
核
に
侵
さ
れ
た
民
平
は
享
年
十

七
だ
っ
た
。
ノ
ー
ト
に
は
そ
の
夭
折

を
予
感
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
早
熟

な
短
歌
や
詩
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
の
作
品
に
ふ
れ
た
こ

と
は
、
心
平
が
詩
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
さ

れ
、
や
が
て
同
級
生
か
ら
「machine 

gun

（
マ
シ
ン
ガ
ン
）
」
と
呼
ば
れ
る

程
の
勢
い
で
詩
を
書
く
よ
う
に
な

る
。

　

機
関
銃
の
よ
う
に
詩
想
を
連
発
し

て
い
た
心
平
は
、
１
９
２
３
年
の
夏

休
み
、
徴
兵
検
査
を
受
け
る
た
め
帰

省
し
た
折
、
民
平
と
の
合
本
詩
集
『
廃

園
の
喇
叭
』
を
つ
く
ろ
う
と
思
い
立

つ
。

　

母
校
の
小
学
校
か
ら
謄
写
版
を
借

り
、
鉄
筆
で
原
紙
に
「
死
ぬ
ま
で
書

き
つ
ゞ
け
て
ゐ
た
兄
の
片
鱗
で
あ
る

こ
と
」
を
実
感
し
な
が
ら
そ
の
作
品

を
刻
ん
で
い
く
と
、
「
だ
れ
も
寝
静

ま
つ
た
夜
更
け
な
ど
原
紙
に
く
ひ
入

る
鉄
筆
の
音
に
き
き
い
つ
た
り
、
白

く
あ
ら
は
れ
る
字
に
見
入
つ
た
り
し

て
ゐ
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
同
じ
机

に
き
て
、
鉄
筆
を
も
つ
て
ゐ
る
ぼ
く

の
手
を
ぎ
ゆ
つ
と
に
ぎ
り
し
め
る
兄

の
手
を
感
じ
た
り
し
た
。
こ
の
泪
つ

ぽ
ろ
い
感
じ
と
自
分
で
書
い
た
り
刷

つ
た
り
す
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
自
分

を
慰
め
て
く
れ
た
」
と
い
う
。

　

今
の
よ
う
に
誰
も
が
情
報
端
末
を

持
ち
、
世
界
的
な
情
報
網
を
利
用
し

て
表
現
活
動
を
瞬
時
に
送
受
信
で
き

る
環
境
で
は
な
い
。
だ
け
に
、
当
時

の
書
物
に
は
そ
れ
に
近
い
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
だ
無
名

の
詩
人
が
手
づ
く
り
の
詩
集
に
込
め

た
思
い
は
、
亡
兄
へ
の
鎮
魂
だ
け
で

は
な
か
っ
た
は
ず
。

　

心
平
の
処
女
詩
集
と
も
い
え
る

『
廃
園
の
喇
叭
』
は
わ
ず
か
３
、
４

日
で
完
成
し
、
当
時
の
平
町
に
あ
っ

た
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
軽
飲

食
店
に
持
ち
込
み
、
販
売
を
依
頼
し

た
。
そ
の
１
冊
を
手
に
し
た
の
が
農

民
詩
人
の
猪
狩
満
直
で
あ
る
。
詩
を

書
い
て
い
た
満
直
は
、
先
を
越
さ
れ

て
詩
集
が
出
た
こ
と
に
驚
き
、
そ
の

奥
付
を
も
と
に
心
平
を
訪
ね
た
。

　

こ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
心
平

は
、
や
は
り
詩
を
書
い
て
い
た
三
野

混
沌
（
吉
野
義
也
）
を
、
そ
し
て
後

に
混
沌
の
妻
と
な
っ
た
吉
野
せ
い
を

知
る
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
の
深
い
人

情
に
満
ち
た
交
友
が
紡
が
れ
て
い
く

の
で
あ
る
。

　

大
学
生
活
に
戻
っ
た
心
平
は
、
立

て
続
け
に
謄
写
版
で
詩
集
を
刊
行

し
、
宮
沢
寛
治
の
作
品
も
掲
載
し
た

同
人
雑
誌
「
銅
鑼
」
を
創
刊
す
る
な

ど
、
第
二
の
青
春
を
謳
歌
し
て
い
た

が
、
中
国
で
の
排
日
英
運
動
に
よ
り
、

大
学
卒
業
を
前
に
や
む
な
く
帰
国
す

る
。

　

そ
し
て
、
１
９
２
８
年
、
蛙
を
主

題
と
し
た
記
念
碑
的
な
活
版
詩
集

『
第
百
階
級
』
を
刊
行
し
た
後
、
周

知
の
よ
う
に
多
彩
か
つ
旺
盛
な
創
作

活
動
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

心
平
の
生
誕
１
２
０
年
は
節
目
の

一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
蛙
を
は
じ
め
と

し
た
動
物
、
植
物
、
鉱
物
を
凝
視
し

た
微
視
的
な
視
点
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
を
内
包
す
る
大
自
然
、
そ
し
て
宇

宙
の
深
淵
に
迫
る
巨
視
的
な
視
点
を

持
ち
、
そ
の
対
象
と
同
化
し
よ
う
と

し
た
詩
人
の
作
品
を
前
に
す
れ
ば
、

１
２
０
年
も
刹
那
の
こ
と
だ
。

　

阿
武
隈
の
天
が
青
く
、
雲
が
悠
々

と
流
れ
て
い
た
ら
、
心
平
の
詩
を
読

ん
で
み
る
の
も
い
い
。
彼
の
無
類
の

詩
魂
は
軽
々
と
時
空
を
飛
び
越
え
、

い
つ
も
私
た
ち
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る

の
だ
か
ら
。

草野トメヨと長男民平（１９０１年４月 30 日）
＝草野好弘氏提供

草野心平・嶺南大学の学生時代（１９２４年
３月頃）

無類の詩魂は軽 と々時空を越える
公益財団法人いわき市教育文化事業団 渡邊　芳一

謹んで新年の
　お慶びを
　　申し上げます  　　申し上げます  

令和５年  元旦

〒973-8407 福島県いわき市内郷宮町金坂184-3
☎（0246）45-2830 FAX（0246）45-2831

社会福祉法人　以和貴会
特別養護老人ホーム

６つの空間が織りなす安らぎの都

□特別養護老人ホーム  □短期入所生活介護事業
□通所介護事業          □居宅介護支援事業

診療日  月～土　休診日  日曜日・祝日
時　間  午前9時～午前12時
受　付  午前8時～午前11時30分

泉玉露一丁目18番地10
（泉駅北口徒歩5分）
TEL 5 6－6 6 1 1 (代)

謹賀新年

精神科
医療法人 泉心会泉保養院

院  長　李　 創 鎬
精神科デイケア

41 面
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「
蛙
」

「
天
」

「富士山」

　

草
野
心
平
の
詩
題
の
な
か
で

最
も
有
名
な
も
の
が
「
蛙
」
で

あ
る
。
小
学
校
３
、
４
年
生
の

国
語
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た

詩
「
春
の
う
た
」
は
「
ケ
ル
ル

ン　

ク
ッ
ク
。
」
の
詩
句
で
多

く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　

心
平
の
蛙
の
詩
は
、
薄
暗
さ

や
激
し
さ
の
印
象
が
強
い
。「
秋

の
夜
の
会
話
」
で
は
、
冬
の
訪

れ
を
前
に
「
ど
こ
が
こ
ん
な
に

切
な
い
ん
だ
ら
う
ね
」
と
二
匹

の
蛙
が
語
り
合
う
。
「
ヤ
マ
カ

ガ
シ
の
腹
の
中
か
ら
仲
間
に
告

げ
る
ゲ
リ
ゲ
の
言
葉
」
は
、
蛇

の
牙
に
か
か
っ
た
蛙
が
、
な
お

「
お
れ
の
ガ
イ
ス
ト
で
こ
い
つ

の
体
を
爆
破
す
る
の
だ
」
と
吠

え
る
詩
だ
。
《
悠
悠
延
延
た
り

一
万
年
の
は
て
の
祝
祭
》
を
書

い
た
「
誕
生
祭
」
は
、
蛙
た
ち

の
歓
喜
の
爆
発
で
あ
る
。

　

そ
し
て
心
平
の
蛙
た
ち
は
、

ヘ
ビ
や
人
間
の
子
ど
も
に
襲
わ

　

「
富
士
山
」
も
ま
た
心
平
の
主
要

な
詩
題
の
一
つ
で
あ
る
。
詩
集
『
富

士
山
』、　

『
富
士
の
全
体
』
、
棟
方
志

功
と
の
共
著
で
あ
る
詩
画
集
『
富
士

山
』
と
、
富
士
山
を
主
題
に
し
た
詩

集
を
３
冊
世
に
出
し
て
い
る
。

「
ギ
ー
ン
た
る
。
／
不ふ

じ
ん尽
の
肉
体
。

／
厲
し
い
白
い
大
精
神
。
」
「
黒
黒
お

ほ
き
な
。
／
日
本
の
屋
根
。
」
心
平

の
富
士
山
の
描
写
か
ら
は
、
山
体
の

雄
大
な
存
在
感
へ
の
愛
が
感
じ
ら
れ

る
。
心
平
は
富
士
山
を
「
存
在
を
超

え
た
無
限
な
も
の
」
「
存
在
に
還
る

無
限
な
も
の
」
と
表
現
し
、
ま
た
好

ん
で
「
不
尽
山
」
「
不
二
」
と
い
う

書
き
方
を
し
た
。

　

ま
た
、
富
士
山
は
「
天
を
背
景
に

し
な
け
れ
ば
存
在
し
な
い
。
」
と
も

　

草
野
心
平
は
多
作
な
作
家
で
、
生

涯
に
約
１
４
０
０
篇
以
上
の
詩
を
書

い
て
い
る
。「
蛙
の
詩
人
」
と
し
て

言
い
、
「
ガ
ラ
ン
の
天
の
大
き
な
虚

無
と
。
／
き
び
し
く
光
る
山
嶺
と
の
。

／
ね
た
ま
し
い
程
の
愛
の
深
み
」
を

度
々
描
写
し
た
。

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
そ
の
一
方

で
「
天
」
や
「
富
士
山
」
の
詩
人
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

心
平
は
60
歳
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く

自
邸
を
建
て
た
が
、
東
村
山
の
そ
の

家
か
ら
は
富
士
山
を
遠
望
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

　

心
平
は
「
玄
玄
の
天
」
「
螺
鈿
の

青
ガ
ラ
ス
」
「
血
染
め
の
天
」
「
エ
ナ

メ
ル
の
天
」
な
ど
、
多
彩
な
言
葉
で

天
空
を
表
現
し
た
。
心
平
自
身
は
他

者
か
ら
指
摘
さ
れ
る
ま
で
「
矢
鱈
に

天
を
書
い
た
」
こ
と
に
気
づ
い
て
い

な
か
っ
た
が
、
「
雲
の
動
き
ほ
ど
時

間
を
意
識
さ
せ
る
も
の
は
私
に
は
な

い
」
と
言
い
、
天
を
「
時
空
混
淆
の

場
」
と
述
べ
る
心
平
の
詩
に
は
、
度
々

天
、
「
或
ひ
は
空
と
か
星
雲
と
か
天

体
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
な
ど
が
」
登

場
し
て
い
る
。

　

中
国
の
嶺
南
大
学
に
留
学
中
、
キ

リ
ス
ト
教
に
傾
倒
し
た
心
平
は
、
結

局
は
無
神
論
者
を
自
認
し
た
。
そ
の

心
平
が
評
論
集
『
詩
と
詩
人
』
で
「
無

神
論
者
に
と
つ
て
は
天
以
外
に
宗
教

は
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
の
は
実
に

印
象
的
で
あ
る
。

れ
て
簡
単
に
死
ん
で
い
く
。

　

だ
が
、
蛙
た
ち
は
「
し
み
つ

た
れ
言
は
な
」
い
。「
死
ん
だ

ら
死
ん
だ
で
生
き
て
ゆ
く
」。

　

こ
う
し
た
蛙
た
ち
の
姿
は
、

心
平
に
よ
れ
ば
、「
蛙
と
私
が

半
分
半
分
に
な
り
、
つ
ま
り
蛙

と
私
と
を
混
ぜ
た
も
の
が
作
者

に
な
つ
て
書
く
の
で
」
あ
り
、

ま
た
、「
蛙
を
み
る
の
は『
人
間
』

を
そ
の
な
か
に
見
る
こ
と
に
過

ぎ
な
か
つ
た
か
も
し
れ
な
い
。
」

と
も
言
っ
て
い
る
。

　

心
平
は
「
蛙
は
で
つ
か
い
自

然
の
讃
嘆
者
で
あ
る
／
蛙
は
ど

ぶ
臭
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
ト
で
あ

る
／
蛙
は
明
朗
性
な
ア
ナ
ル
シ

ス
ト
／
地
べ
た
に
生
き
る
天
国

で
あ
る
」
の
言
葉
で
詩
集
『
第

百
階
級
』
を
始
め
て
い
る
。

　
市
立
草
野
心
平
記
念
文
学
館

　
学
芸
員
　
馬
目
　
聖
子 書画「蛙語」

パステル画「無雲天」

詩画集『富士山』

草
野
心
平
の
詩
と
絵
画

草
野
心
平
の
詩
と
絵
画

謹んで新年の
お慶びを申し上げます  

み
な
さ
ま
の
住
ま
い
づ
く
り
、

　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
を
支
え
ま
す
。

い
わ
き
市
平
字
童
子
町
四-

一
八
　
い
わ
き
建
設
会
館
3
F

☎（
0
2
4
6
）◯
1
0
5
0

U
RL:http://w

w
w
.fkc.or.jp

35

ふ
く
し
ま
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

い
わ
き
事
務
所

一
般
財
団

法   

　人

令和５年  元旦

い
わ
き
市
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

田

　子

　英

　司

他

役

職

員

一

同

い
わ
き
市
平
字
正
内
町
一
〇
七
ノ
三

　電
二
三
–
一
五
九
九

未
来
へ
つ
な
ご
う
森
と
水

い
わ
き
市
建
設
業
協
同
組
合

理
事
長  

長
谷
川

　浩

　一

他  

組
合
員
一
同

い
わ
き
市
平
字
童
子
町
四
ノ
一
八

☎
二
三
–
〇
五
一一（
代
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
二
三
–
〇
五
一
二

い
わ
き
地
区
電
気
工
事
協
同
組
合

理
事
長  

斉

　藤

　善

　夫

副
理
事
長  

小

　宅

　
　
　武

　同

　
　和

　田

　京

　司

組
合
員
一
同

い
わ
き
市
平
字
作
町
一
丁
目
三
ノ
六

二
三

̶

二
五
三
六（
代
）・Ｆ
Ａ
Ｘ
二
二

̶

七
七
三
一

迎

　春
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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実
で
あ
る
。
中
国
北
部
は
黄

土
で
あ
る
か
ら
、
地
は
黄
で

あ
る
」
と
続
け
た
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

地
域
学
講
座
「
キ
ラ
リ
！
い

わ
き
四
倉
学
―
文
化
編
」
の

安
藤
氏
の
講
話
の
中
で
、
易

経
に
つ
い
て
「
変
通
の
理
」

＝
時
代
が
変
わ
れ
ば
、
教
え

も
変
わ
る
。
し
か
し
、
そ
の

本
質
を
貫
く
も
の
は
道
で

あ
っ
て
変
わ
ら
な
い
。
と
い

う
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に

よ
り
即
ち
心
平
は
、「
物
事

の
本
質
を
き
ち
ん
と
見
極
め

よ
」
と
書
を
通
じ
て
伝
え
た

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

心
平
揮
毫
の
「
天
玄
地

黄
」
の
書
。
本
年
は
心
平
生

誕
１
２
０
年
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
こ
れ
を
機
に
こ
の
書

を
目
に
触
れ
る
機
会
を
設
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。
心
平

の
作
品
や
人
間
的
魅
力
に
つ

い
て
、
身
近
に
感
じ
理
解
を

深
め
る
年
に
な
れ
ば
と
願
っ

て
い
る
。

に
、
心
平
は
画
仙
紙
に
筆
を

下
す
前
か
ら
、「
天
玄
」
と
「
地

黄
」
の
書
体
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
書
法
を
対
照
的
に
変
え

て
い
る
印
象
を
持
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
墨
書
に
つ
い

て
だ
が
、
知
人
の
安
積
国
造

神
社
宮
司
安
藤
智
重
氏
（
郡

山
）
に
ご
教
示
を
仰
い
だ
。

安
藤
氏
は
幕
末
の
儒
学
者
安

積
艮
斎
（
ご
ん
さ
い
）
を
祖

に
持
ち
、
漢
籍
に
精
通
し
て

い
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
心
平

書
の
「
天
玄
地
黄
」
は
、
中

国
の
古
典
『
易
経
』
か
ら
の

出
典
と
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。
さ
ら
に
氏
は
心
平
の
世

代
は
少
な
か
ら
ず
中
国
古
典

に
親
し
ん
で
い
る
の
で
、
易

経
は
心
平
に
と
っ
て
身
近
な

存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。（
彼

自
身
も
若
き
日
に
中
国
に
渡

り
、
留
学
し
て
い
る
）
意
味

は
「
空
は
青
い
も
の
と
思
っ

て
い
る
が
、
太
陽
が
沈
め
ば

空
が
黒
い
わ
け
で
、
『
空
が

黒
い
』
と
考
え
る
こ
と
が
真

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
「
天
」

は
筆
に
墨
を
た
っ
ぷ
り
含
ま

せ
、
力
を
込
め
て
一
気
に
走

る
。
文
字
の
は
ら
い
の
箇
所

は
一
度
呼
吸
を
整
え
て
気
持

ち
を
入
れ
直
し
、
筆
を
か
え

し
て
は
ら
う
。
次
の
「
玄
」

は
筆
に
墨
を
つ
け
直
し
て
揮

毫
す
る
。
よ
く
見
る
と
画
仙

紙
の
谷
折
り
に
墨
が
の
ら
な

か
っ
た
の
で
、
横
線
の
カ
ス

レ
が
わ
ず
か
に
生
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
内
容
の
あ
る

力
強
い
線
な
の
で
、
全
く
気

に
な
ら
な
い
。
そ
の
反
対
に

「
地
黄
」
の
書
法
は
字
体
を

若
干
く
ず
し
な
が
ら
、
筆
力

を
失
わ
ず
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

て
し
な
や
か
に
揮
毫
し
て
い

る
。「
地
」
の
最
後
の
は
ね
は
、

「
天
」
を
め
ざ
す
龍
に
も
見

え
る
。
筆
の
動
き
を
観
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
平
の

「
呼
吸
と
リ
ズ
ム
」
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
実
際
の
「
天
」
と
「
地
」

は
陽
と
陰
の
対
極
の
よ
う

か
ら
書
道
を
習
い
始
め
、
現

在
も
時
々
筆
を
と
っ
て
書
を

愉
し
ん
で
い
る
。
揮
毫
さ
れ

た
年
代
は
不
明
だ
が
、
大
書

き
し
た
心
平
の
墨
書
を
見
て

一
瞬
で
虜
に
な
っ
た
。
彼
の

揮
毫
し
た
書
体
は
不
思
議
な

魅
力
が
あ
る
。
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し

た
骨
太
な
筆
致
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
時
に
は
繊
細
で
縦
横

無
尽
。
各
書
体
の
入
筆
法
は

筆
者
の
私
設
資
料
文
庫
「
小

泉
屋
文
庫
」
の
所
蔵
。
そ
の

経
緯
は
、
筆
者
は
子
供
の
頃

（
高
さ
63
㌢
、
幅
32
㌢
）
の

墨
書
が
飾
っ
て
あ
る
。
こ
れ

は
近
年
入
手
し
た
も
の
で
、

　

自
室
に
草
野
心
平
が
揮

毫
（
き
ご
う
）
し
た
『
天
玄

地
黄
（
て
ん
げ
ん
ち
お
う
）
』

心平の絵画について

　

草
野
心
平
は
詩
人
と
し
て
名

を
成
し
た
が
、
実
は
詩
を
書
き

始
め
る
よ
り
先
に
絵
を
描
い
て

い
た
。
心
平
の
詩
作
の
き
っ
か

け
は
、
中
国
に
留
学
し
た
こ
ろ

に
、
亡
兄
の
遺
品
の
ノ
ー
ト
に

短
歌
や
詩
を
見
つ
け
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
心
平
は
文

学
に
は
興
味
を
示
さ
ず
、
磐
城

中
学
時
代
は
ス
ポ
ー
ツ
に
夢
中

に
な
り
、
「
頭
と
胸
は
恋
愛
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
」
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
心
平
は
Ｘ

会
と
い
う
水
彩
画
の
グ
ル
ー
プ

に
所
属
し
て
い
た
。
そ
れ
ほ
ど

熱
心
な
会
員
で
は
な
か
っ
た
そ

う
だ
が
、
同
級
生
は
心
平
は
画

家
に
な
る
も
の
と
信
じ
て
い
た

と
言
う
。

　

「
機マ

シ
ン
ガ
ン

関
銃
」
と
揶
揄
さ
れ
る

ほ
ど
の
詩
作
者
と
な
っ
た
あ
と

も
、
心
平
は
絵
を
描
き
続
け
て

い
た
。
心
平
の
絵
画
作
品
は
、

額
装
し
て
売
ら
れ
た
も
の
、
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
描
き
た
め
た

も
の
、
長
年
書
き
続
け
た
日
記

の
端
に
描
か
れ
た
も
の
な
ど
、

多
数
が
あ
る
。

52
歳
の
時
に
は
、
デ
ッ
サ
ン

グ
ル
ー
プ
「
竹
林
会
」
の
初
期

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
石

川
達
三
ら
文
筆
家
７
人
で
始
め

た
か
ら
、
竹
林
の
七
賢
に
ち
な

ん
で
名
付
け
た
も
の
だ
。
こ
こ

で
も
熱
心
な
会
員
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
が
、
「
旅
す
る
ご
と

に
、
矢
鱈
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
ク

セ
が
つ
い
た
」
。

　

心
平
の
画
題
は
詩
の
主
題
と

共
通
す
る
も
の
が
多
い
。
空
の

色
を
描
い
た
「
無
雲
天
」
は
、

青
か
ら
群
青
へ
の
も
の
と
、
青

か
ら
茜
色
へ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
の
も
の
の
対
で
遺
さ
れ
て
い

る
。
富
士
山
を
は
じ
め
と
す
る

山
々
を
描
い
た
作
品
も
多
い
。

そ
れ
か
ら
無
数
の
蛙
た
ち
と
、

心
平
が
飼
っ
て
い
た
犬
や
猫
、

鴉
や
鯉
た
ち
な
ど
だ
。

　

紙
面
に
掲
載
し
た
「
波
陽
」

は
、
草
野
心
平
記
念
文
学
館
で

近
頃
受
け
入
れ
し
た
新
収
蔵
品

で
あ
る
。
心
平
は
パ
ス
テ
ル
を

好
ん
で
用
い
、
風
合
い
を
残
す

た
め
色
止
は
し
な
か
っ
た
。
心

平
ら
し
い
作
品
で
あ
る
。

直
筆
の
書
か
ら
読
む
心
平
に
つ
い
て

直
筆
の
書
か
ら
読
む
心
平
に
つ
い
て

主
宰
　
緑
川
　
健

主
宰
　
緑
川
　
健

　
　
小
泉
屋
文
庫

　
　
小
泉
屋
文
庫（
四
倉
町
）

（
四
倉
町
）

　　　　　市立草野心平記念文学館
　　　　　　　　学芸員　馬目聖子

パステル画「波陽」　　 １９７７年

心
平
墨
書
「
天
玄
地
黄
」
小
泉
屋
文
庫
所
蔵

謹
ん
で
新
年
の

　
お
慶
び
を

　
申
し
上
げ
ま
す  

令和５年  元旦

内科・呼吸器科・消化器科・リウマチ科・放射線科
■診療時間■

院　長 中　西　文　雄

いわき市平北白土字宮前58-1
Phone.21-8181

月～水・金 午前8:00～午後0:30
　　 　　午後2:00～午後5:00

土 午前8:00～午後1:00
休診日 木・日曜日・祝日
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『
草
野
心
平
全
集
』
や
『
草

野
心
平
詩
全
景
』
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
心
平
の
年
譜
に
は
、

「
昭
和
21
（
１
９
４
６
）年
９
月
、

上
小
川
村
江
田
の
渓
谷
『
セ
ド

ガ
ロ
』を『
背
戸
峨
廊
』と
命
名
、

点
在
す
る
滝
や
沢
に『
三
連
滝
』

や
『
猿
の
廊
下
』
な
ど
と
そ
れ

ぞ
れ
の
名
を
付
け
る
」と
あ
る
。

　

ほ
ん
と
う
に
そ
う
な
の
か
。

最
初
に
疑
問
に
思
っ
た
の
は
、

日
本
交
通
公
社
が
発
行
す
る
雑

誌
「
旅
」
の
昭
和
23
年
２
月
号

を
読
ん
だ
と
き
だ
。

　

背
戸
峨
廊
に
関
す
る
心
平
の

最
初
の
随
筆
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
心
平
は
九
州
の
紅
葉
よ
り

背
戸
峨
廊
の
紅
葉
が
す
ば
ら
し

い
こ
と
を
強
調
し
て
、
こ
う
記

す
。

　

「
こ
の
九
州
の
旅
に
の
ぼ
る

前
の
十
月
と
十
一
月
に
二
度

こ
の
渓
谷
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。

（
略
）
夏
井
川
は
鐵
路
で
言
へ

ば
小
川
郷
川
前
間
、
籠
場
之
瀧

を
中
心
に
し
た
附
近
が
い
ち
ば

ん
勝
れ
て
ゐ
る
が
ま
る
で
同
一

地
點
と
も
言
へ
る
背
戸
峨
廊
が

縣
下
は
勿
論
、
大
部
分
の
村
民

に
す
ら
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た

と
い
ふ
こ
と
は
不
思
議
で
あ

る
」

　

公
刊
さ
れ
た
『
草
野
心
平
日

記
』
に
よ
れ
ば
、
九
州
の
旅
は

昭
和
22
年
11
月
で
あ
る
。
そ
の

前
の
10
、
11
月
と
い
え
ば
、
同

年
10
、
11
月
に
決
ま
っ
て
い

る
。
年
譜
と
は
１
年
の
違
い
が

あ
る
。
そ
れ
か
ら
証
拠
探
し
が

始
ま
っ
た
。

　

い
わ
き
民
報
は
同
年
10
月
25

日
、
「
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

景
勝
地
が
発
見
さ
れ
た
、
右
は

し
人
草
野
心
平
氏
等
二
つ
や
会

員
一
行
が
過
般
探
勝
の
結
果
川

前
の
夏
井
川
渓
谷
よ
り
以
上
の

地
で
あ
る
と
折
紙
を
つ
け
た
も

の
」
と
報
じ
て
い
る
。

　

「
し
人
」
は
「
詩
人
」
、
「
二

つ
や
会
」
は
「
二
箭
会
」
と
書

く
。
敗
戦
か
ら
２
年
、
ま
だ
ま

だ
ロ
ー
カ
ル
新
聞
社
の
活
字
事

情
は
よ
ろ
し
く
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　

戦
後
、
心
平
は
中
国
か
ら
上

小
川
村
に
帰
郷
す
る
。
す
ぐ
村

を
明
る
く
す
る
た
め
の
集
ま
り

「
二
箭
会
」
が
で
き
る
。
地
元

の
シ
ン
ボ
ル
・
二
ツ
箭
山
に
ち

な
ん
だ
名
前
だ
。

　

二
箭
会
は
、
村
に
疎
開
し
て

い
た
知
識
人
の
講
演
会
や
、
村

民
歌
（
「
小
川
の
歌
」
＝
作
詞

は
心
平
）
の
制
作
、
子
供
た
ち

に
よ
る
狂
言
、
村
の
青
年
に
よ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇
の
上
演
な
ど

の
文
化
活
動
を
展
開
し
た
。

　

夏
井
川
の
支
流
・
江
田
川
を

探
索
し
て
世
に
紹
介
し
た
の

も
、
二
箭
会
の
功
績
の
一
つ

だ
っ
た
と
い
う
。
心
平
の
い
と

こ
で
長
ら
く
中
学
校
長
を
務
め

た
草
野
悟
郎
さ
ん
（
故
人
）
が
、

「
縁
者
の
目
」
と
い
う
随
筆
に

「
背
戸
峨
廊
」
命
名
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
書
き
残
し
て
い
る
。

　

「
元
々
こ
の
川
（
筆
者
注
・

江
田
川
の
こ
と
）
は
、
片
石
田

で
夏
井
川
に
合
流
す
る
加
路
川

に
、
山
を
へ
だ
て
て
平
行
し
て

流
れ
て
い
る
夏
井
川
の
一
支
流

で
あ
る
の
で
、
村
人
は
俗
に
『
セ

ド
ガ
ロ
』
と
呼
ん
で
い
た
」

　

加
路
川
流
域
に
住
む
人
間
に

は
、
裏
山
の
谷
間
を
流
れ
る
江

田
川
は
「
背
戸
の
加
路
（
せ
ど

の
が
ろ
）
＝
裏
の
加
路
川
」
だ
っ

た
。
川
の
上
流
は
険
阻
で
滝
が

多
い
。
素
晴
ら
し
い
景
観
だ
が
、

普
通
の
人
が
入
り
込
め
る
よ
う

な
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
せ
い
ぜ

い
猟
師
や
渓
流
釣
り
師
が
知
っ

て
い
る
程
度
だ
っ
た
。

　

二
箭
会
が
村
人
と
と
も
に
、

そ
の
探
勝
会
を
開
い
た
。

　

「
私
た
ち
は
、
綱
や
鉈
（
な
た
）

や
鎌
な
ど
を
も
っ
て
出
か
け
て

行
っ
た
。
総
勢
十
数
名
で
あ
っ

た
。
心
平
さ
ん
は
大
い
に
興
を

起
こ
し
て
、
滝
や
ら
淵
や
ら
崖

や
ら
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
一
つ
一

つ
心
平
さ
ん
一
流
の
名
を
創
作

し
て
つ
け
て
行
っ
た
。
蛇
や
蟇

に
も
幾
度
も
出
会
っ
た
。
／
そ

の
後
、
心
平
さ
ん
は
こ
れ
を
旅

行
誌
『
旅
』
に
紹
介
し
て
、
や

が
て
、
今
日
の
有
名
な
背
戸
峨

廊
に
な
っ
た
」

　

雑
誌
「
旅
」
、
い
わ
き
民
報

の
記
事
、
さ
ら
に
は
探
勝
に
加

わ
っ
た
当
事
者
の
記
録
を
組
み

合
わ
せ
る
と
、
心
平
の
初
入
渓

は
昭
和
22
年
10
月
、
そ
し
て
江

田
川
は
す
で
に
「
セ
ド
ガ
ロ
」

と
呼
ば
れ
て
い
て
、
心
平
が
そ

知
ら
れ
ざ
る
景
勝
地
セ
ド
ガ
ロ

知
ら
れ
ざ
る
景
勝
地
セ
ド
ガ
ロ吉

田
　
隆
治

吉
田
　
隆
治

い
わ
き
地
域
学
會
代
表
幹
事
　

い
わ
き
地
域
学
會
代
表
幹
事
　

〜
心
平
の
初
入
渓
を
辿
る
〜

〜
心
平
の
初
入
渓
を
辿
る
〜

れ
に
漢
字
を
当
て
た
、
滝
や
淵

の
名
前
は
確
か
に
心
平
が
命
名

し
た
、
と
い
う
経
緯
が
見
え
て

く
る
。

　

同
年
11
月
５
日
付
の
い
わ
き

民
報
に
よ
る
と
、
11
月
２
日
、

８
月
に
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の

平
山
岳
会
員
と
二
箭
会
員
が
合

同
で
江
田
川
を
踏
破
し
、
「
磐

城
の
景
勝
地
の
一
つ
」
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

少
な
く
と
も
心
平
自
身
が
い

う
「
十
月
と
十
一
月
」
は
昭
和

22
年
10
、
11
月
で
間
違
い
な
い
。

11
月
は
２
日
だ
っ
た
と
し
て
、

残
る
10
月
は
１
日
説
、
20
日
説

と
あ
っ
て
、
確
定
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　

で
は
な
ぜ
、
昭
和
21
年
９
月

説
が
定
着
し
た
の
か
。
こ
れ
は

地
元
の
人
が
雑
誌「
う
え
い
ぶ
」

第
38
号
に
寄
稿
し
た
文
章
を
参

考
に
し
て
思
う
の
だ
が
、
同
年

８
月
、
江
田
青
年
会
・
文
化
会

が
江
田
川
渓
谷
探
勝
会
を
結
成

し
、
翌
９
月
に
ま
ず
地
元
の
人

間
だ
け
で
入
渓
し
た
、
と
い
う

こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

つ
い
で
な
が
ら
、
そ
の
読
み

も
、
最
初
は
「
セ
ド
ガ
ロ
」
だ
っ

た
の
が
、
い
つ
の
間
に
か
「
セ

ト
ガ
ロ
ウ
」
と
間
違
っ
て
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
某
公
共

放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
誤
読

し
た
の
が
広
ま
っ
た
と
い
う
説

も
あ
る
が
、
む
ろ
ん
確
証
は
な

い
。

　

し
か
し
近
年
、
観
光
情
報
を

発
信
す
る
市
役
所
内
に
「
セ
ド

ガ
ロ
」
の
認
識
が
広
ま
っ
て
き

た
。
某
公
共
放
送
も
「
セ
ド
ガ

ロ
」
と
正
し
く
読
む
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
喜
ば

し
い
こ
と
で
は
あ
る
。

令和５年 元旦

謹んで年頭の
　ごあいさつを
　　申し上げます

謹んで年頭の
　ごあいさつを
　　申し上げます

おかげさまで33年、 
   まごころの供養を
      させていただいて
         おります。

霊　園／いわき市遠野町滝字深山口3
 TEL（0246）89-4373

遠
野
町
商
工
会

〒
9
7
2‐0
1
6
１  

い
わ
き
市
遠
野
町
上
遠
野
字
堀
切
12
の
１

電
話（
89
）2
1
7
4
　
F
A
X（
89
）2
4
7
3

E-m
ailtohno1@

coral.ocn.ne.jp

会

　長

　平

　子

　好

　男

副
会
長

　鈴

　木

　伸

　幸

副
会
長

　鈴

　木

　弘

　之

商
工
会
は
事
業
者
の
た
め

　
　
　行
き
ま
す・聞
き
ま
す・提
案
し
ま
す
！
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終
戦
か
ら
３
年
半
が
た
っ

た
昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年

２
月
１
日
、
読
売
新
聞
福
島

県
版
に
詩
人
草
野
心
平
の
随

筆
が
載
る
。

　

「
日
本
的
」
と
い
っ
て
差

し
支
え
な
い
上
小
川
村
の

「
背
戸
峨
廊
」
を
紹
介
し
な

が
ら
、
合
間
に
、
不
思
議
な

生
き
も
の
「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
」
が
阿
武
隈
の
山
中
に
も

生
息
す
る
こ
と
を
知
っ
て

び
っ
く
り
し
た
、
今
年
は
こ

の
「
珍
し
い
記
念
物
」
を
見

た
い
、
と
い
う
こ
と
を
書
い

て
い
る
。

　

川
内
村
・
長
福
寺
の
矢
内

俊
晃
住
職
が
こ
の
文
章
を
読

み
、
さ
っ
そ
く
心
平
に
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
の
生
息
地
・
平

伏
（
へ
ぶ
す
）
沼
へ
の
招
待

状
を
出
す
。

　

そ
れ
か
ら
４
年
後
の
同
28

（
１
９
５
３
）
年
８
月
29
日
、

心
平
が
初
め
て
川
内
村
を
訪

れ
た
。
寺
を
拠
点
に
酒
宴
が

続
き
、
あ
る
日
は
元
・
前
・

現
村
長
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。

　

平
伏
沼
も
訪
れ
、
そ
の
原

始
性
に
打
た
れ
た
心
平
は
、

翌
年
８
月
と
翌
々
年
６
月
、

詩
人
仲
間
を
伴
っ
て
来
村
し

た
。
さ
ら
に
そ
の
後
も
、
小

学
校
の
校
歌
を
頼
ま
れ
て
、

下
準
備
に
村
を
訪
れ
る
な
ど

し
て
村
民
と
の
交
流
を
深
め

て
い
く
。

　

昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年

９
月
２
日
、
村
議
会
で
心
平

を
名
誉
村
民
に
推
戴
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
褒
賞
と
し
て

毎
年
、
村
の
特
産
で
あ
る
木

炭
１
０
０
俵
を
贈
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

新
宿
の
借
家
に
ト
ラ
ッ
ク

で
木
炭
が
届
く
。
10
俵
を
下

ろ
し
た
と
こ
ろ
で
置
き
場
所

に
困
り
、
近
く
の
木
炭
屋
に

保
管
し
て
も
ら
い
、
の
ち
に

ほ
と
ん
ど
を
養
老
施
設
に
寄

贈
し
た
。

　

心
平
は
木
炭
の
お
礼
に
蔵

書
３
０
０
０
冊
の
寄
贈
を
決

め
、
う
ち
２
０
０
０
冊
を
こ

の
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
て
村
へ

届
け
た
。
木
炭
は
、
２
年
目

か
ら
は
寄
贈
を
辞
退
し
た
。

　

寄
贈
本
は
一
時
、
寺
で
預

か
っ
て
い
た
が
、
い
つ
ま
で

も
そ
う
し
て
お
く
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
住
職
が
村
役
場

に
か
け
あ
っ
た
結
果
、
仮
称

「
心
平
文
庫
」
の
設
立
が
議

会
で
決
ま
っ
た
。

　

昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年

７
月
、
１
階
２
１
１
平
方
㍍
、

２
階
29
平
方
㍍
の
茅
葺
（
か

や
ぶ
）
き
真
壁
造
り
正
方
形

の
建
物
が
完
成
し
、
「
天
山

文
庫
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

玄
関
に
は
川
端
康
成
揮
毫

（
き
ご
う
）
の
「
天
山
」
の

横
額
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

心
平
の
随
筆
に
よ
る
と
、

文
庫
の
建
築
材
料
は
ほ
と
ん

ど
が
村
人
の
寄
付
に
よ
る
も

こ
ろ
は
足
も
と
が
ふ
ら
つ
い

て
い
た
の
が
、
帰
京
す
る
こ

ろ
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
足

ど
り
に
な
る
―
―
心
平
に
身

近
に
接
し
た
村
民
の
述
懐
で

あ
る
。

　

天
山
文
庫
は
県
道
小
野
富

岡
線
沿
い
の
小
高
い
丘
の
ふ

と
こ
ろ
に
立
つ
。
そ
の
ふ
も

と
近
く
に
阿
武
隈
民
芸
館
を

模
様
替
え
し
た
草
野
心
平
資

料
館
が
あ
る
。
村
は
こ
の
二

つ
を
「
か
わ
う
ち
草
野
心
平

記
念
館
」
と
し
て
一
括
管
理

し
て
い
る
。

　

発
足
し
た
ば
か
り
の
い
わ

き
地
域
学
會
が
、
『
川
内
村

史
』
の
編
纂
（
へ
ん
さ
ん
）

を
引
き
受
け
た
と
き
、
私
は
、

か
ノ
ン
ビ
リ
し
て
い
た
。
宿

酔
の
翌
日
は
ま
る
で
駄
目
な

の
で
、
こ
こ
数
日
の
よ
う
な

か
ら
だ
の
状
態
で
は
、
ま
た

元
の
百
八
十
五
日
に
も
ど
っ

て
し
ま
う
」
と
書
い
た
。

　

東
京
で
は
不
規
則
な
生
活

が
続
く
。
村
で
は
違
っ
た
。

天
山
文
庫
は
酒
ま
み
れ
の
都

会
か
ら
脱
出
し
て
再
生
を
図

る
場
所
だ
っ
た
。

　

滞
在
は
長
い
と
き
で
５
カ

月
に
及
ん
だ
。
早
い
と
き
は

６
月
初
旬
に
来
村
し
た
。
年

次
詩
集
を
ま
と
め
る
の
も
、

天
山
文
庫
で
の
大
き
な
仕
事

に
な
っ
た
。

　

川
内
に
着
い
た
ば
か
り
の

祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
る

（
現
在
は
７
月
第
２
土
曜
日

に
固
定
）
。

　

同
文
庫
は
来
村
し
た
心
平

が
寝
泊
ま
り
す
る
「
別
荘
」

で
も
あ
っ
た
。
以
後
、
心
平

は
村
に
長
期
間
滞
在
し
、
月

遅
れ
盆
に
は
村
の
野
球
大
会

で
始
球
式
を
行
っ
た
り
、
成

人
式
で
祝
辞
を
述
べ
た
り
し

た
。

　

心
平
は
還
暦
を
過
ぎ
て
も

無
茶
な
飲
み
方
を
続
け
た
。

70
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
３

月
３
日
に
は
「
あ
あ
、
深
酒

は
す
ま
い
。
昔
は
自
分
に

と
っ
て
一
年
と
は
百
八
十
五

日
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
ん

の
で
、
大
工
や
左
官
と
い
っ

た
専
門
職
以
外
の
労
働
も
村

人
の
共
同
作
業
で
行
わ
れ

た
。

　

文
庫
の
本
も
心
平
の
ほ
か

に
、
友
人
や
未
知
の
人
々
が

寄
贈
し
、
あ
る
酒
造
家
は
使

わ
な
く
な
っ
た
４
石
入
り
の

酒
樽
を
二
つ
届
け
た
。
酒
樽

は
、
屋
根
が
付
け
ら
れ
て
書

庫
に
変
わ
っ
た
。

　

庭
に
は
「
十
三
夜
の
池
」

が
設
け
ら
れ
、
周
囲
に
は
村

の
樹
木
76
種
が
植
え
ら
れ

た
。

　

落
成
式
の
７
月
16
日
に
第

１
回
「
天
山
祭
り
」
が
行
わ

れ
た
。
以
後
、
毎
年
同
日
に

う
。
住
職
と
一
緒
の
帰
り
道
、

木
の
年
輪
を
見
て「
君
、こ
っ

ち
は
北
な
ん
だ
ね
。
こ
っ
ち

は
南
側
だ
っ
た
ん
だ
ね
」
と

い
う
。

　

「
君
、
同
じ
南
側
で
も
育

ち
具
合
が
違
う
ん
だ
ね
。
育

た
な
か
っ
た
年
は
気
候
が
悪

か
っ
た
ん
だ
ね
。こ
の
時
は
、

こ
の
木
も
随
分
と
苦
労
し
た

ろ
う
ね
。
木
ば
か
り
で
な
く
、

み
ん
な
苦
労
し
た
ん
だ
ね
。

凶
作
だ
っ
た
り
し
て
…
…
」

　

詩
人
の
直
観
と
想
像
力
が

忘
れ
が
た
い
。（
拙
稿
は
、

私
が
担
当
し
た
『
川
内
村
史

　

第
１
巻

通
史
篇
』
の
「
川

内
と
草
野
心
平
」
を
下
敷
き

に
し
た
）

江
戸
時
代
末
期
の
「
俳
諧

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
村
に
佐

久
間
喜
鳥
と
い
う
俳
人
が
い

た
。
稀
代
の
収
集
・
記
録
魔

で
、
俳
諧
資
料
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
た
）
と
、
「
心
平

と
川
内
」
を
担
当
し
た
。
そ

の
過
程
で
た
び
た
び
川
内
村

に
足
を
運
ん
だ
。

　

心
平
と
の
交
友
を
つ
づ
っ

た
住
職
の
ガ
リ
版
刷
り
個
人

誌
「
蕭
々
無
縫
」
か
ら
印

象
に
残
る
部
分
を
紹
介
す

る
（
一
部
現
代
表
記
に
変
え

た
）
。

　

あ
る
と
き
、
心
平
は
ま
な

板
用
に
栗
の
木
の
切
れ
端
を

村
の
棟
梁
に
削
っ
て
も
ら

村
は
再
生
を
図
る
場
所

村
は
再
生
を
図
る
場
所

吉
田
　
隆
治

吉
田
　
隆
治

い
わ
き
地
域
学
會
代
表
幹
事
　

い
わ
き
地
域
学
會
代
表
幹
事
　

info@fruit-art.com ・LINE・メッセンジャー
TEL:03(5413)7367 FAX:03(6683)2010

Happy New Year
2023.1.1

～子どもたちの未来に夢と憧れを～

日本フルーツアートデザイナー協会は
子どもたちの未来を応援しています。

～子宮頸がんワクチン Q&A ～～子宮頸がんワクチン Q&A ～

スペシャルゲスト：池田 としえ氏

＜プロフィール＞
早稲田大学院修了 / 東京都
日野市議会議員 6 期目
全国子宮頸がんワクチン被
害者連絡会事務局長
全国有志議員の会代表

【子宮頸がんワクチンから見える今後の日本と世界の行方】
被害者に寄り添い闘った『子宮頸がんワクチン問題』
の 10 年間の真実をもとにお話頂きます。

講師：髙梨 由美氏（免疫抗体管理士 / 体内環境師 ®）

＜プロフィール＞
一般社団日本フルーツアー

トデザイナー協会代表

【免疫は母から受け継がれる神秘】
『免疫システムを知ればウイルスなんて怖くない』と
題して、人間に与えられた神秘の免疫システムの
〈いろはを楽しく･解りやすくお話しさせて頂きます。

日本の子宮頸がんワクチンは「看過できない被害者を生んだ」として、2013 年 6 月に事実上
その接種を停止しました。しかしながら、あれから僅か 9 年後の 2022 年にワクチン接種勧奨
事業が再開され、今度は男児までもが対象とされます。保護者の皆様には「子宮頸がんワクチ
ンの必要性と被害の歴史」を知り、＜正しい選択＞をして欲しいという願いを込めて、この勉強
会を開催させて頂きます。共に学び、子ども達の未来を守りましょう。

2023 年

1/28
Sat.

（開場 13:15）2023 年 1 月 28 日（土）13:30 ～ 16:30（開場 13:15）

主催：一般社団法人日本フルーツアートデザイナー協会 カラダ KiREi 事業部　　
後援：いわき商工会議所 / いわき民報社   協力：公衆衛生を考える会 / 学校法人昌平黌

子どもや孫の未来を守る健康セミナー

日本フルーツアートデザイナー協会代表
いわき短期大学幼児教育科
卒業 / 幼稚園教諭 / 保育士
東日本国際大学・いわき短
期大学地域連携研究センタ
ー客員研究員
福島県立磐城農業高等学校
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｺｰｽﾄ構想外部講師

会場：学校法人昌平黌東日本国際大学 1 号館 201

お
申
込
み

被害者少女達
の実録動画

参加費：1,000 円（大学生以下無料 ）定員：150 名  
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草
野
心
平
と
い
わ
き
地
域
の
詩
人

た
ち
と
の
交
友
が
始
ま
る
の
は
、
今

か
ら
１
０
０
年
前
。
中
国
の
嶺
南
大

学
で
詩
を
書
き
始
め
た
心
平
は
、
徴

兵
検
査
の
た
め
に
帰
国
し
た
１
９
２

３
（
大
正
12
）
年
７
月
、
亡
兄
・
民

平
と
の
合
本
詩
集
『
廃
園
の
喇
叭
』

を
謄
写
版
印
刷
で
刊
行
し
た
。
こ
れ

を
読
ん
だ
好
間
町
川
中
子
の
詩
人
・

猪
狩
満
直
（
１
８
９
８
〜
１
９
３
８
）

が
、
小
川
町
上
小
川
の
生
家
に
心
平

を
訪
ね
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
心

平
は
、
好
間
町
北

好
間
の
通
称
菊
竹

山
の
開
墾
を
し
て

い
た
詩
人
・
三
野

混
沌
（
１
８
９
４

〜
１
９
７
０　

本

名
＝
吉
野
義
也
）
、

混
沌
の
妻
で
後
に

作
家
と
な
る
吉
野

せ
い
（
１
８
９
９

〜
１
９
７
７
）
と

知
り
合
い
、
三
人

と
生
涯
に
わ
た
る

親
交
を
結
ぶ
こ
と

と
な
る
。

　

こ
の
頃
、
い
わ

き
地
域
で
は
、
若

い
詩
人
た
ち
が
謄

写
版
印
刷
や
活
版

印
刷
で
同
人
誌
を

発
行
し
て
い
た
。

12
年
か
ら
17
年
に

か
け
て
伝
道
師
と

し
て
平
に
暮
ら
し

た
詩
人
の
山
村
暮

鳥
（
１
８
８
４
〜

１
９
２
４
）
の
元

に
文
学
を
志
す
若
者
た
ち
が
集
い
、

ま
た
、
混
沌
が
暮
鳥
と
深
い
親
交
を

持
っ
た
こ
と
で
、
暮
鳥
に
よ
っ
て
播

か
れ
た
詩
の
種
が
開
花
し
つ
つ
あ
っ

た
の
だ
。
14
年
か
ら
38
（
昭
和
13
）

年
ま
で
に
31
誌
１
１
３
冊
が
発
行
さ

れ
、
延
べ
１
０
０
０
人
を
超
え
る
寄

稿
者
の
中
に
、
心
平
や
満
直
、
混
沌
、

せ
い
が
い
た
。

　

い
わ
き
の
方
が
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
に
違
い
な
い
文
学
賞
「
吉
野
せ

い
賞
」
は
、
心
平
の
勧
め
と
励
ま
し

を
受
け
、
せ
い
が
再
び
ペ
ン
を
執
ら

な
け
れ
ば
生
ま
れ
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。

　

せ
い
は
、
少
女
時
代
か
ら
「
福
島

民
友
新
聞
」
や
暮
鳥
編
集
の
雑
誌
に

小
品
や
短
歌
な
ど
を
発
表
し
て
い
た

が
、
結
婚
後
、
ま
と
ま
っ
た
作
品
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
70
年
４
月
に
混
沌

が
没
し
た
後
、
せ
い
は
、
８
月
に
心

平
と
混
沌
も
同
人
だ
っ
た
詩
誌
「
歴

程
」
三
野
混
沌
追
悼
号
に
「
さ
い
ご
」

と
題
し
た
一
文
を
寄
稿
、
11
月
か
ら

２
年
間
、
「
い
わ
き
民
報
」
に
「
菊

竹
山
記
」
を
断
続
的
に
連
載
し
た
。

72
年
４
月
、
菊
竹
山
の
混
沌
の
詩

碑
の
除
幕
式
に
出
席
し
た
心
平
が
、

せ
い
に
強
く
執
筆
を
勧
め
た
こ
と

は
、
せ
い
の
「
信
と
い
え
る
な
ら
」

に
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
が
、
二
人
が

交
わ
し
た
書
簡
を
読
み
解
く
と
、
そ

の
２
年
前
か
ら
、
心
平
が
執
筆
を
勧

め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

せ
い
の
「
北
風
の
通
信
」
は
、
暮

鳥
が
20
年
１
月
に
一
家
で
菊
竹
山
に

移
り
、
結
婚
前
の
混
沌
と
共
に
理
想

生
活
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
が
叶
わ

ず
、
１
週
間
で
菊
竹
山
を
去
っ
た
時

期
を
主
題
と
し
て
、
暮
鳥
が
混
沌
に

宛
て
た
書
簡
を
軸
に
描
か
れ
て
い

る
。
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
26
枚
の

こ
の
作
品
は
、
70
年
８
月
か
ら
10
月

２
日
ま
で
に
心
平
に
送
ら
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
。

　

い
わ
き
市
立
草
野
心
平
記
念
文
学

館
で
所
蔵
す
る
書
簡
は
こ
の
頃
か
ら

の
も
の
で
、
心
平
は
、
「
北
風
の
通

信
」
の
前
後
を
書
き
足
し
単
行
本
に

す
る
こ
と
を
強
く
勧
め
、
躊
躇
し
な

が
ら
も
執
筆
へ
の
意
欲
を
綴
っ
た
せ

い
の
返
信
を
受
け
て
、
題
名
や
構
成

に
つ
い
て
の
助
言
を
書
き
送
っ
た
。

せ
い
が
農
閑
期
に
一
気
に
書
き
上
げ

た
『
暮
鳥
と
混
沌
』は
、
心
平
の
跋
「
暮

鳥
と
混
沌
の
思
い
出
」を
収
録
し
て
、

「
歴
程
」
の
発
行
所
・
歴
程
社
か
ら

限
定
３
０
０
部
で
71
年
10
月
に
刊
行

さ
れ
た
。

74
年
11
月
に
彌
生
書
房
か
ら
刊
行

さ
れ
た
せ
い
の
『
洟
を
た
ら
し
た
神
』

は
、『
暮
鳥
と
混
沌
』
と
つ
な
が
る
「
一

連
不
離
の
記
録
」
だ
っ
た
。
翌
年
４

月
、
せ
い
は
『
洟
を
た
ら
し
た
神
』
で
、

第
６
回
大
宅
壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
賞
と
第
15
回
田
村
俊
子
賞
を
受
賞

す
る
。
同
書
の
帯
文
を
執
筆
し
た
心

平
は
、
い
ず
れ
の
授
賞
式
に
も
出
席

し
、
76
歳
の
「
新
人
作
家
」
と
し
て

各
界
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ

た
せ
い
を
気
遣
う
書
簡
を
送
っ
て
い

る
。

　

心
平
と
せ
い
の
初
対
面
は
、
24
年

７
月
、
心
平
、
混
沌
、
満
直
ら
が
講

師
と
な
っ
て
平
で
開
い
た
詩
の
講
演

会
の
後
、
帰
り
の
磐
越
東
線
が
な
く

な
っ
た
心
平
が
、
混
沌
と
せ
い
の
家

に
泊
ま
っ
た
翌
朝
だ
っ
た
。
以
来
、

50
余
年
に
わ
た
り
育
ま
れ
た
友
情
と

信
頼
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
二
人
が

交
わ
し
た
書
簡
や
、
互
い
を
記
し
た

著
作
が
、
現
在
の
わ
た
し
た
ち
に
往

時
を
伝
え
て
い
る
。

心
平
と
吉
野
せ
い  

50
余
年
年
の
友
情

専
門
学
芸
員

　長
谷
川

　由
美

い
わ
き
市
立
草
野
心
平
記
念
文
学
館

菊
竹
山
に
て
　

草
野
心
平
㊧
と

吉
野
せ
い

株式
会社

住みよい環境を創造する

総　合　建　設　業

謹んで新年のごあいさつを申し上げます
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草
野
心
平
は
、「
カ
エ
ル
の
詩
人
」

「
天
の
詩
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
「
賢
治
発
見
の
詩
人
」

と
呼
ば
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

心
平
は
賢
治
に
、
直
に
会
う
こ
と

は
一
度
も
無
く
、
文
通
、
同
人
誌
、

詩
誌
、
友
人
か
ら
の
話
だ
け
の
交
流

で
し
た
が
、「
賢
治
の
ポ
エ
ジ
ー
」
を
、

日
本
詩
人
の
中
で
誰
よ
り
も
早
く
受

け
止
め
、「
賢
治
発
見
の
詩
人
」
と

し
て
「
賢
治
作
品
の
初
期
の
読
者
、

共
感
者
、
研
究
者
、
発
信
者
」
と
い

う
役
割
を
生
涯
、
担
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
賢
治
没
後
の
心
平
の
行

動
こ
そ
が
、
宮
沢
賢
治
を
「
岩
手
の

詩
人
・
童
話
作
家
」
か
ら
、
「
世
界

の
賢
治
」
に
変
え
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
心
平
と
賢
治
に
は
共
通
項

が
あ
り
、
心
平
は
「
神
は
お
れ
か
ら

遠
ざ
か
り
、
近
づ
い
た
の
は
石
と

天
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
賢
治

も
「
石
ッ
コ
賢
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
鉱

物
採
集
に
夢
中
に
な
っ
た
中
学
校
時

代
が
あ
り
賢
治
宇
宙
を
走
る
童
話

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
を
残
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

心
平
、
賢
治
で
な
け
れ
ば
生
れ
出
な

い
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
声
語
、
擬
態

語
）
を
、
詩
に
取
り
入
れ
た
達
人
た

ち
で
し
た
。

　

賢
治
と
心
平
の
交
流
は
、
１
９
２

４
（
大
正
13
）
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
年
、
心
平
は
21
歳
、
賢
治

は
28
歳
。
同
年
４
月
、
賢
治
は
第
一

詩
集
『
心
象
ス
ケ
ッ
チ　

春
と
修

羅
』
（
１
０
０
０
冊
）
を
刊
行
し
ま

す
。
８
月
、
そ
の
中
の
１
冊
が
磐
城

中
学
校
（
現
磐
城
高
校
）
の
後
輩
・

佐
々
木
周
雄
に
よ
り
、
中
国
・
広
東

省
広
州
の
嶺
南
大
学
の
学
生
だ
っ
た

心
平
に
送
ら
れ
、
一
読
瞠
目
し
た
心

平
は
、
こ
の
時
か
ら
「
賢
治
発
見
の

詩
人
」
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

翌
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
７
月
、

中
国
か
ら
帰
国
し
た
心
平
は
、
賢
治

に
手
紙
を
出
し
ま
し
た
。
内
容
は
同

年
４
月
に
創
刊
し
た
同
人
詩
誌
『
銅

鑼
』
へ
の
勧
誘
で
し
た
。
賢
治
か
ら

「
私
は
詩
人
と
し
て
は
自
信
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
個
の
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
は
認
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
の
有
名
な
返
事
が

送
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

賢
治
発
見
の
発

信
を
精
力
的
に
心

平
は
行
い
ま
し

た
。
「
現
在
の
日

本
詩
壇
に
天
才

が
い
る
と
し
た

ら
、
私
は
名
誉
あ

る
『
天
才
』
は
宮

沢
賢
治
だ
と
言
い

た
い
。
異
常
な
ケ

ン
イ
ン
力
で
彼
は

私
を
ひ
き
つ
け
る

の
で
あ
る
。
今
は

只
、
世
間
で
は
殆

ん
ど
無
名
に
近
い

一
人
の
す
ば
ら
し

い
詩
人
の
存
在
を

大
声
で
叫
び
た
い

の
で
あ
る
」

（
『
詩
神
』
１

９
２
６
〈
大

正
15
〉
年
８

月
）
。

　

そ
し
て
、

「
宮
沢
賢
治

は
ど
ん
な
詩

人
か
。
彼
は

植
物
や
鉱
物

や
農
場
や
虫

や
音
楽
や
動

物
や
人
物
や

海
や
万
象
を

移
動
カ
メ
ラ

に
依
っ
て
眼
い
っ
ぱ
い
に
展
開
さ
せ

る
。
光
と
音
へ
の
異
常
な
感
受
性
に

よ
っ
て
適
確
に
自
然
を
一
巻
に
凝
縮

し
た
東
北
以
北
の
純
粋
ト
ー
キ
ー
。
」

「
宮
沢
賢
治
の
童
話
集
『
注
文
の
多

い
料
理
店
は
日
本
の
童
話
界
に
趣
き

の
異
な
っ
た
一
陣
の
風
を
吹
き
送
っ

た
』
」
（
『
詩
神
』
（
１
９
３
１
〈
昭
和

６
〉
年
７
月
号
）
と
、
心
平
は
賢
治

研
究
の
先
駆
け
と
な
る
「
宮
沢
賢
治

論
」
を
発
表
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
賢
治
が
詩
人
と
し
て
童

話
作
家
と
し
て
の
位
置
は
、
１
９
３

３
（
昭
和
８
）
年
９
月
21
日
（
享
年

37
歳
）
、
亡
く
な
る
ま
で
、
大
き
く

は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
初
七
日

27
日
に
心
平
（
30
歳
）
は
宮
沢
家
を

訪
れ
ま
す
。
賢
治
の
遺
影
に
手
を
合

わ
せ
た
心
平
を
驚
か
せ
た
の
は
、
賢

治
弟
清
六
氏
か
ら
見
せ
ら
れ
た
整
理

さ
れ
た
賢
治
の
未
発
表
の
詩
原
稿
、

童
話
原
稿
で
し
た
。
宮
沢
家
を
訪
れ

た
目
的
が
原
稿
散
逸
の
恐
れ
か
ら

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

賢
治
作
品
の
全
体
を
紹
介
す
る
使

命
を
感
じ
、
帰
京
し
た
心
平
は
動
き

出
し
ま
し
た
。
翌
年
１
月
、
『
宮
沢

賢
治
追
悼
』
を
刊
行
し
ま
す
。
賢
治

の
遺
稿
「
龍
と
詩
人
」
、
弟
清
六
「
思

い
出
」
、
高
村
光
太
郎
「
コ
ス
モ
ス

の
所
持
者
宮
沢
賢
治
」
そ
し
て
心
平

の
呼
び
か
け
に
よ
り
詩
人
31
名
の
追

詩
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
全
集
出
版
の
出
版
社
を
探
し

回
り
ま
し
た
。
地
方
無
名
詩
人
の
全

集
づ
く
り
の
例
が
無
い
中
、
心
平
の

知
り
合
い
の
書
店
文
圃
堂
（
野
々
上

慶
一
）
が
、
心
平
の
熱
意
に
ほ
だ
さ

れ
て
選
集
的
全
集
（
三
巻
）
と
し
て
、

引
き
受
け
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

作
品
の
選
択
は
心
平
が
行
い
、『
宮

沢
賢
治
全
集
』
は
、
第
一
回
配
本
・

第
三
巻
（
童
話
篇
）
が
昭
和
９
（
１

９
３
４
）
年
10
月
、
第
二
回
配
本
・

第
一
巻
（
詩
篇
）
が
昭
和
10
年
７

月
、
第
三
回
配
本
・
第
二
巻
（
詩
篇
）

が
昭
和
10
年
９
月
に
発
刊
さ
れ
ま
し

た
。
心
平
の
賢
治
発
見
・
発
信
か
ら

10
年
目
、
作
品
の
全
国
発
信
、
い
や

世
界
発
信
の
大
き
な
一
歩
が
始
ま
っ

た
の
で
す
。
以
後
、
心
平
が
望
ん
で

い
た
「
世
界
の
賢
治
」に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。

「
賢
治
発
見
の
詩
人
」草
野
心
平

小
野

　浩

い
わ
き
賢
治
の
会

　会
長

宮
沢
賢
治
花
巻
農
学
校
教
諭
の
こ
ろ
。
大
正
10
～
15
年

賢
治
は
精
神
歌
を
つ
く
り
自
作
劇
を
上
演
す
る
な
ど
独
創
的
な
授
業
を
し
て
、
生
徒
か
ら
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
資
料
提
供
　
林
風
舎

宮沢賢治「雨ニモマケズ手帳」。昭和６～８年 
文学作品の草稿などのほか、昭和６年 11 月３日（推察）に賢治

の祈り「雨ニモマケズ」が記されていました。資料提供　林風舎
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　　申し上げます  
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いわき市平字尼子町60-1
　（0246）23-2311代

代表取締役社長　長谷川　浩一

1896年創業

ISO   9001認証取得
ISO 14001認証取得

総合建設業

信用と 技術の

株式会社いわき市民コミュニティ放送
〒970-8026 福島県いわき市平字大町５-１TEL:0246(25)0763

いわき
市内の

放送局

いわき
の“今”

を

伝えて
います

47 面



（第三種郵便物認可） （夕刊） 令和５年（2023年）１月１日（日曜日） 第２３２６９号 (48)
　

草
野
民
平
の
詩
「
あ
る

夜
」
は
、
∧
彼
方
の
月
の
出

に
／
月
を
め
が
け
て
、
わ
れ

は
ゆ
く
夢
の
旅
∨
で
締
め
括

ら
れ
る
。
こ
の
詩
は
、
心
平

の
詩
集
『
第
百
階
級
』
所
収

の
詩
「
月
の
出
と
蛙
」
の
∧

月
を
め
が
け
て
吾
等
ゆ
く
夢

の
脚
∨
（
※
下
注
参
照
）
を

ど
こ
か
連
想
さ
せ
な
い
だ
ろ

　

草
野
心
平
記
念
文
学
館
は

草
野
さ
ん
の
生
家
に
も
程
近

い
の
で
す
が
、
お
さ
な
い
草

野
さ
ん
を
育
ん
だ
自
然
の
中

に
立
ち
、
草
野
さ
ん
が
眺
め

た
山
や
野
を
眺
め
、
そ
の
背

後
に
ひ
ろ
が
る
空
を
眺
め
て

し
た
る
冷
笑
と
／
古
今
の
金

言
／
僧
院
長
の
大
あ
く
び
／

文
体　

肉
の
彫
刻
／
／
俺
と

い
ふ
も
の
！
∨
（
詩
「
俺
の

説
明
」
）
と
か
、
∧
鼻
は
陶

器
／
瞳
は
羅
盤
／
か
く
て
八

面
玲
瓏
た
る
聖
童
／
（
略
）

∨
（
詩
「
聖
童
淫
心
」
）
な

ど
、
民
平
の
詩
は
、
暮
鳥
の

詩
と
同
様
に
、
意
味
的
に
遠

い
も
の
を
比
喩
的
に
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
言
語
的
な
実

験
に
近
い
。
そ
れ
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
た
の
が
、
心
平
の

詩
集
『
第
百
階
級
』
の
「
生

殖
Ⅰ
」
な
ど
の
視
覚
詩
な
の

で
あ
る
。

れ
が
た
い
経
験
で
し
た
ね
。

　

草
野
さ
ん
と
い
う
人
は
、

も
の
に
名
前
を
付
け
る
こ
と

の
名
人
で
し
た
。
名
前
と
い

う
も
の
は
自
分
の
観
念
に

よ
っ
て
相
手
に
結
び
つ
け
る

も
の
で
は
な
く
、
相
手
と
の

響
き
合
い
、
応
え
合
い
、
合

体
に
よ
っ
て
自
ら
生
ま
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う

姿
勢
が
終
始
一
貫
し
て
草
野

さ
ん
に
は
あ
り
、
独
特
の
言

葉
に
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

　

あ
る
朝
、
電
話
が
か
か
っ

て
き
ま
し
た
、
草
野
さ
ん
か

ら
。
寝
ぼ
け
眼
で
出
た
ら
、

独
特
の
し
ゃ
が
れ
声
で
「
夕

べ
ね
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
画
集

を
観
て
い
た
ん
だ
よ
。
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
の
赤
っ
て
、
あ
れ
、

哀
し
み
の
色
だ
ね
。
」
ゴ
ー

う
か
。

　

心
平
の
兄
民
平
は
結
核
性

脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
よ
っ
て
16

歳
で
死
去
し
た
。
後
に
、
心

平
は
自
ら
編
ん
だ
『
草
野
民

平
詩
集
』
の
巻
末
に
「
兄
民

平
の
こ
と
」
と
い
う
文
章
を

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

∧
私
た
ち
の
き
ょ
う
だ
い

は
長
女
綾
子
、
そ
の
四
ツ
下

い
ま
す
と
、
草
野
さ
ん
の
存

在
が
、
実
に
身
近
な
も
の
に

感
じ
ら
れ
て
く
る
ん
で
す
。

　

た
し
か
中
学
に
入
っ
た
ば

か
り
の
頃
だ
と
思
い
ま
す

が
、
た
ま
た
ま
何
か
で
蛙
の

詩
を
読
ん
で
大
変
面
白
か
っ

　

民
平
の
詩
が
多
く
語
ら
れ

な
い
の
は
、
そ
の
詩
の
方
法

の
難
解
さ
に
起
因
す
る
の
だ

ろ
う
。
詩
語
の
熟
度
が
不
足

し
て
い
る
感
も
否
め
な
い
。

　

し
か
し
、
朔
太
郎
が
短
歌

的
な
抒
情
か
ら
イ
メ
ー
ジ
に

よ
る
詩
へ
と
転
じ
た
の
は
大

正
３
年
、
29
歳
の
時
だ
っ
た
。

大
正
５
年
に
16
歳
で
死
去
し

た
民
平
に
余
命
が
も
う
少
し

あ
れ
ば
、
暮
鳥
や
朔
太
郎
に

劣
ら
な
い
新
た
な
詩
的
世
界

が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
よ
う
に
想
像
す

る
と
、
民
平
の
早
世
が
悔
や

ま
れ
て
な
ら
な
い
。

ギ
ャ
ン
の
赤
を
哀
し
い
と
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
草
野
さ
ん
が
言
わ
れ
る

と
そ
ん
な
気
が
す
る
わ
け
で

す
。
あ
る
も
の
を
読
む
、
感

動
す
る
、
発
見
す
る
、
そ
れ

を
周
り
と
共
に
し
た
い
、
感

じ
た
い
、
喜
び
た
い
、
共
に

し
た
い
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
す
。
こ
っ
ち
も

た
ま
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
で

す
よ
。
八
時
に
電
話
か
け
ら

れ
ち
ゃ
ね
。
け
れ
ど
も
今
で

も
あ
れ
を
思
い
出
す
と
私
は

幸
せ
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い

う
人
と
一
緒
に
生
き
た
ん

だ
、
そ
う
い
う
こ
と
ま
で
併

せ
て
思
い
起
こ
す
わ
け
で

す
。

　

開
館
記
念
講
演
会
（
１
９

９
８
年
８
月
２
日
）
よ
り

が
民
平
、
そ
の
四
ツ
下
が
心

平
、
そ
の
ま
た
四
ツ
下
が
京

子
、
そ
の
三
ツ
下
が
天
平

だ
っ
た
。
（
略
）
男
の
兄
弟
が

３
人
と
も
詩
を
書
い
た
。
そ

し
て
書
い
て
い
る
と
い
う
の

は
妙
な
血
す
じ
だ
が
（
略
）
∨

　

兄
弟
３
人
が
詩
人
と
い
う

の
は
確
か
に
∧
妙
な
血
す
じ

∨
か
も
し
れ
な
い
が
、
心
平

の
詩
や
文
学
へ
の
傾
斜
は
、

明
ら
か
に
兄
民
平
の
影
響
に

よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
兄
の
遺

稿
ノ
ー
ト
を
中
国
行
き
の
ト

ラ
ン
ク
に
詰
め
込
み
、
心
平

は
嶺
南
大
学
の
寄
宿
舎
で
民

平
の
詩
や
短
歌
を
何
度
も
読

み
返
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

∧
ひ
と
足
に
ひ
と
足
づ
つ

の
痛
み
あ
り
ひ
と
足
に
さ
へ

戦
の
く
命
∨
、
∧
癒
え
果
て

ぬ
病
ひ
抱
き
て
省
み
る
ふ
る

た
。
こ
れ
が
草
野
心
平
と
い

う
詩
人
と
の
最
初
の
出
会
い

で
す
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、

蛙
と
い
う
風
変
わ
り
な
題
材

に
好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
た
せ

い
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

ば
か
り
じ
ゃ
な
い
。
そ
こ
に

さ
と
の
山
に
び
色
の
山
∨
な

ど
、
民
平
の
短
歌
に
は
、
足

に
痛
み
を
抱
え
た
少
年
の
苦

悩
が
切
な
く
表
現
さ
れ
、
詩

よ
り
も
こ
の
短
歌
の
方
に
私

は
早
熟
の
才
を
感
じ
る
。

　

し
か
し
、
心
平
は
短
歌
で

は
な
く
∧
そ
の
詩
に
私
は
瞠

目
し
た
∨
と
言
う
。

　

∧
兄
の
詩
に
は
理
解
で
き

な
い
変
な
詩
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
分
ら
な
い
作
品
が
分
り

す
ぎ
る
作
品
よ
り
も
私
に
は

魅
力
が
あ
っ
た
。
民
平
の
詩

作
品
の
な
か
の
約
10
篇
ほ
ど

は
大
正
３
、
４
年
頃
の
日
本

の
詩
界
の
作
品
群
に
比
べ
て

も
類
似
傾
向
の
も
の
は
な

く
、
言
わ
ば
異
端
な
新
鮮
さ

が
あ
る
∨
（
「
兄
民
平
の
こ

と
」
よ
り
）
と
。

　

確
か
に
、
民
平
の
詩
は
、

出
て
来
る
蛙
が
実
に
魅
力
的

な
ん
で
す
ね
。
草
野
さ
ん
は

よ
く
「
蛙
の
詩
人
」
と
言
わ

れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
彼
の
蛙

の
詩
は
、
蛙
を
擬
人
化
し
た

も
の
じ
ゃ
ま
っ
た
く
な
い
ん

で
す
。
擬
人
化
ど
こ
ろ
か
、

当
時
、
戦
争
中
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に

叫
ん
で
い
た
世
の
大
人
た
ち

よ
り
も
、
そ
の
蛙
の
方
が
、

は
る
か
に
生
き
生
き
と
し

た
、
あ
る
意
味
で
は
は
る
か

に
人
間
的
な
存
在
だ
と
い
う

気
が
し
ま
し
た
ね
。

　

蛙
の
詩
ば
か
り
じ
ゃ
な
く

新
し
い
詩
集
や
エ
ッ
セ
ー
集

な
ど
も
次
々
と
読
む
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
面
識

を
え
た
の
は
か
な
り
あ
と
、

１
９
６
０
年
代
に
な
っ
て
か

時
に
難
解
で
読
み
を
拒
む
よ

う
な
作
品
も
多
い
。
だ
が
、

心
平
は
そ
の
難
解
さ
に
魅
力

を
感
じ
た
の
だ
。
大
正
３
年

は
、
朔
太
郎
が
犀
星
や
暮
鳥

と
「
人
魚
詩
社
」
を
立
ち
上

げ
た
年
で
、
翌
年
の
大
正
４

年
は
、
山
村
暮
鳥
の
革
新
的

な
詩
集
『
聖
三
稜
玻
璃
』
が

発
行
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
20

世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
フ
ォ
ル

マ
リ
ズ
ム
や
未
来
派
の
芸
術

運
動
、
そ
の
日
本
で
の
先
駆

け
が
暮
鳥
の
詩
集
『
聖
三
稜

玻
璃
』
だ
っ
た
。
心
平
が
、

民
平
の
詩
に
∧
異
端
の
新
鮮

さ
∨
を
感
じ
た
の
は
、
こ
の

斬
新
な
暮
鳥
の
詩
が
脳
裏
に

あ
っ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。

　

∧
の
ろ
ま
男
／
い
ぢ
け
た

の
ろ
ま
男
／
鉛
の
仮
面　

悪

魔
の
首
領
／
（
略
）
／
直
立

ら
で
す
。
友
人
に
草
野
さ
ん

と
同
じ
く
「
歴
程
」
の
同
人

の
山
本
太
郎
と
い
う
詩
人
が

い
ま
し
て
ね
。
あ
る
と
き
「
暮

れ
に
歴
程
の
忘
年
会
を
や
る

ん
だ
け
ど
出
て
来
な
い
か
。

お
ま
え
を
是
非
心
平
さ
ん
に

紹
介
し
た
い
ん
だ
」
と
言
う

ん
で
す
。
神
田
裏
の
薄
ぎ
た

な
い
レ
ス
ト
ラ
ン
に
出
か
け

る
と
、
草
野
さ
ん
は
あ
の
細

い
眼
を
カ
ッ
と
見
開
い
て
、

全
身
眼
に
な
っ
た
よ
う
な
顔

で
私
を
見
つ
め
る
ん
で
す
。

次
の
瞬
間
、
表
情
が
ふ
っ
と

崩
れ
て
顔
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ

に
し
た
、
あ
た
た
か
く
て
人

な
つ
っ
こ
い
、
無
類
の
笑
顔

に
な
り
ま
し
て
ね
。
そ
れ
に

ご
く
自
然
に
包
み
こ
ま
れ
て

し
ま
う
ん
で
す
。
何
と
も
忘

草
野
さ
ん
は
命
名
の
名
人

〝
共
感
力
〞が
独
特
の
言
葉
に

民
平
の
詩
と
心
平 福島県現代詩人会会長、福島県文学賞審査委員ほか

齋藤　貢氏「歴程」同人

粟津　則雄氏
いわき市立草野心平記念文学館　名誉館長

※
注

詩
「
月
の
出
と
蛙
」

月
を
め
が
け
て
吾
等
ゆ
く
夢
の
脚

月
を
め
が
け
て
吾
等
ゆ
く
夢
の
脚

謹んで新年の
お慶びを申し上げます  令和5年  元旦
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